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２００８　June

No.39

６月

あ　　さ　　ご ６月

平成２０年

今月の主な内容

２～９
「忘災」はご法度
災害に備えて、「いざっ」というときのために…

１０～１１市政フラッシュ

１０～１１我がまち朝来再発見

１２～１４まちのわだい

１５表彰を受けた方々

１６～２１情報掲示板

２３自分たちのまちは自分たちで

２４くらしのカレンダー
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　和田山幼稚園の園児５０人は５月９日、遠足で和田山中央

文化公園を訪れました。

　園児らは、公園に到着すると先生の合図で滑り台などの

遊具に一目散。元気いっぱい遊んだ後は、お待ちかねのお

弁当の時間。友だちどうしが思い思いにシートを広げ、仲

良く座ってお気に入りのおかずなどを見せ合いながら、楽

しくお昼を食べていました。



というときのために…

平成１６年 台風２３号の被平成１６年　台風２３号の被害害

家屋倒壊 竹之内家屋倒壊　竹之内区区

広報 朝朝来来 ２



災害に備えて、「いざっ」　

　
市
の
周
辺
を
見
わ
た
す
と
、

大
正
　
年（
１
９
２
５
）の
北
但

１４

馬
地
震（
 Ｍ
 ＝
６
・
８
）や
平
成

※
　

７
年（
１
９
９
５
）の
兵
庫
県
南

部
地
震（
Ｍ
＝
７
・
３
）等
大
規

模
な
地
震
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
震

に
よ
る
大
き
な
被
害
は
記
録
に

あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
今
後
、市
内
や
周
辺
で

地
震
が
発
生
し
な
い
と
は
言
い

切
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
一
方
、
全
国
各
地
で
毎
年
発

生
し
て
い
る
台
風
・
豪
雨
等
の

被
害
は
、
市
内
で
も
た
び
た
び

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
的
な
台
風
・
豪
雨
等
の

風
水
害
で
あ
る
昭
和
　
年（
１

３４

９
５
９
）の
伊
勢
湾
台
風
（
台
風

　
号
）、
昭
和
　

年（
１
９
６

１５

４０

過
去
の
災
害
を
教
訓
に

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ

に
や
っ
て
く
る
」と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、最
近
で
は「
災
害

は
忘
れ
な
く
て
も
や
っ
て
く
る
」と

い
わ
れ
る
ほ
ど
全
国
で
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。「
防
災
」が「
忘
災
」に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
日
本
の
国
土
面
積
は
世
界
の
０
・
３
㌫
し
か
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、台
風
、洪
水
、地
震
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、多
く
の

尊
い
人
命
と
大
切
な
財
産
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
。
し
か
し
災
害

が
起
こ
っ
た
瞬
間
に
対
応
次
第
で
守
れ
る
も
の
が
数
多
く

あ
る
の
も
事
実
で
す
。
突
然
に
災
害
が
起

こ
っ
た
時
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
え

ま
し
ょ
う
。

市
内
の
過
去
の
災
害

※
M
…
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

平成２０年６月平成２０年６月号号３

主な台風・集中豪雨等の災害（朝来市）

家屋損失(戸)死者・重傷者(人)
発　生災害気象

倒壊家屋浸水家屋重傷者死者

６５５７９２０Ｓ３４．９．２６
伊 勢 湾
台 風　

１８２，３３８４０
Ｓ４０．９．１０
～Ｓ４０．９．１７

台風２３・２４
号秋雨前線

０１５６００
Ｓ５１．９．８

～Ｓ５１．９．１３
台風１７号
秋雨前線

０１１８２０Ｓ６２．１０．１７
台 風　
１９ 号

８１２７１１H１６．１０．２０
台 風　
２３ 号

大きな被害の出た地震災害（朝来市周辺地域）

家屋損失(戸)死者(人)規模(M)発　生地　震　名

3,475428６．８Ｔ１４．５．２３北 但 馬 地 震

16,2952,925７．３Ｓ２．３．７北 丹 後 地 震

7,7361,083７．２Ｓ１８．９．１０鳥 取 地 震

111,9426,437７．３Ｈ７．１．１７兵庫県南部地震

4350７．３Ｈ１２．１０．６鳥取県西部地震



５
）の
台
風
　
・
　
号
と
秋
雨
前

２３

２４

線
に
よ
る
豪
雨
で
は
死
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
　１６

年（
２
０
０
４
）の
台
風
　
号
で

２３

は
土
砂
崩
れ
に
よ
る
死
者
が
１

人
出
ま
し
た
。

　
平
成
　
 年
に
日
本
列
島
に

１６

上
陸
し
た
台
風
は
過
去
最
多
の

　
個
。
こ
の
う
ち
６
個
が
県
内

１０に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
特
に
、

連
続
し
て
発
生
し
た
　
号
（
８

１６

月
　
日
夜
～
　
日
未
明
）、　

３０

３１

１８

号
（
９
月
７
日
夕
方
～
）
の
通

過
に
よ
り
、
山
な
ど
の
保
水
機

能
が
低
下
し
て
い
る
状
況
の
中

で
、
台
風
　
号
が
市
内
を
通
過

２３

し
、
甚
大
な
被
害
を
発
生
さ
せ

ま
し
た
。

　
こ
の
台
風
の
接
近
に
よ
り
兵

庫
県
北
部
、
京
都
府
北
部
で
は

　
 月
　
 日
午
後
か
ら
１
 時
間

１０

２０

に
　
ミ
リ
 以
上
の
強
い
雨
が

２０
６
 時
間
に
わ
た
っ
て
降
り
続

き
、　

 日
の
雨
量
は
各
地
で
２

２０

５
０
㍉
を
超
え
る
大
雨
と
な
り

ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、　

 日
早
朝
か
ら

２０

降
り
始
め
た
雨
が
正
午
頃
か
ら

強
ま
り
、　

日
の
雨
量
は
生
野

２０

地
域
２
２
３
㍉
、
和
田
山
地
域

２
６
５
㍉
、
山
東
地
域
２
５
０

㍉
、
朝
来
地
域
２
２
１
㍉
に
達

し
ま
し
た
。
ま
た
、
台
風
接
近

前
の
前
線
活
動
の
降
雨
も
多
く
、

　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
３
日
間

１９

２１

の
総
雨
量
は
生
野
地
域
２
８

台
風
　
号
の
つ
め
あ
と

２３

台
風
の
接
近
数
や
経
路

神
戸
海
洋
気
象
台
の
デ
ー
タ
か
ら

台風２３号の被害

広報 朝朝来来 ４

強風で倒木が発生。電柱がなぎ倒され、

道路が寸断されました。（多々良木区）

土砂被害にあった竹田寺町通りの寺院
水没した自動車（和田山町内の駐車場）

土砂崩れにより陥没した林道山東朝来線

被
害
を
受
け
た
山
林（
老
波
区
）

雨
前
線
の
活
動
を
活
発
に
し

て
大
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
過
去
に
日
本
に

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た

伊
勢
湾
台
風
な
ど
の
多
く
の

台
風
は
９
月
に
こ
の
経
路
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
列
島
に
上
陸
し
た
台

風
は
ほ
と
ん
ど
が
近
畿
地
方

に
接
近
し
て
い
ま
す
。
台
風

が
上
陸
し
た
場
合
は
、
注
意
が

必
要
で
す
。

　
台
風
は
　
年
間
（
１
９
７
１
～

３０

２
０
０
０
年
）
の
平
均
で
年
約

　
個
発
生
し
、昭
和
　
（
１
９
５

２７

２６

１
）
年
以
降
の
台
風
の
発
生
数

の
最
多
は
　
個（
昭
和
　（
１
９

３９

４２

６
７
）年
）。平
均
で
約
３
個
が

日
本
に
上
陸
し
て
い
ま
す
。

　
春
先
は
低
緯
度
で
発
生
し
、

西
に
進
ん
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
方
面

に
向
か
い
ま
す
が
、
夏
に
な
る

と
発
生
す
る
緯
度
が
高
く
な
り
、

太
平
洋
高
気
圧
の
ま
わ
り
を

回
っ
て
日
本
に
向
か
っ
て
北
上

す
る
台
風
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
８
月
は
発
生
数
で
は
年
間
で

一
番
多
い
月
で
す
が
、
台
風
を

流
す
上
空
の
風
が
ま
だ
弱
い
た

め
に
台
風
は
不
安
定
な
経
路
を

と
り
や
す
く
、
９
月
以
降
に
な

る
と
南
海
上
か
ら
放
物
線
を
描

く
よ
う
に
日
本
付
近
を
通
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
、
秋

台風の月別の主な経路（気象庁HP）
(実線は主な経路、破線はそれに準ずる経路）

台風の上陸数と接近数　（平成１３年～平成１９年　気象庁HP）
１１・１２１０９８７６５１～４

月
年

接近数上
陸
数

接近数上
陸
数

接近数上
陸
数

接近数上
陸
数

接近数上
陸
数

接近数上
陸
数

接近数上
陸
数

接近数上
陸
数 近畿近畿近畿近畿近畿近畿近畿近畿

131311411111H19

11211413H18

214113112111H17

123223226313126211H16

2113121121111H15

11113122621H14

1214112121H13
・上陸数…台風の中心が本州、北海道、九州、四国の海岸線に達した数
・接近数…台風の中心が国内のいずれかの気象官署から３００ｋｍ以内に入った数
・近畿地方への接近数…台風の中心が近畿2府４県のいずれかの気象官署から300km以内に入った数



平
成
　
年
台
風
　
号
被
災
の
経
験
か
ら
①

１６

２３

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

５
・
５
㍉
、
和
田
山
地
域
３
３

１
㍉
、
山
東
地
域
３
０
０
㍉
、

朝
来
地
域
２
８
６
㍉
を
記
録
し

ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
斜
面
の

崩
壊
や
土
砂
流
出
が
各
所
で
発

生
。
こ
の
結
果
、
風
倒
木
や
河

川
の
破
堤
、
田
畑
へ
の
土
砂
流

入
な
ど
広
範
囲
に
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
浸
水
と
土
砂
災

害
で
和
田
山
・
山
東
地
域
で
は

全
壊
、
大
規
模
半
壊
を
含
む
住

宅
被
害
が
発
生
し
、
生
野
地
域

を
除
く
地
域
で
浸
水
被
害
が
多

発
し
ま
し
た
。

平成２０年６月平成２０年６月号号５

話
、
消
防
無
線
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

伝
達
方
法
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か

え
っ
て
情
報
が
錯
 綜
 し
、
整
理
が

そ

う

難
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

　
今
後
は
、
市
職
員
の
皆
さ
ん
は

元
よ
り
住
民
も
防
災
計
画
に
基
づ

い
た
行
動
が
取
れ
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
竹
ノ
内
区
で
は
、
消
防
団
が
来

る
前
か
ら
近
所
の
人
同
士
が
声
を

か
け
合
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の

区
長
や
役
員
が
連
絡
を
取
り
合
っ

て
住
民
を
公
民
館
に
避
難
さ
せ
た

こ
と
も
家
屋
被
害
の
大
き
か
っ
た

竹
ノ
内
区
で
人
的
被
害
の
発
生
を

防
い
だ
要
因
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
台
風
以
来
、
区
で
は
数
回

訓
練
を
実
施
し
、
役
員
は
水
防
指

令
や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
自

主
的
に
区
の
公
民
館
に
集
ま
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
に
は
、
役
員
や
自
警

消
防
団
が
訪
問
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
台
風
　
号
が
襲
来
し
た
当
時
、

２３

平
成
　
年
か
ら
稼
動
し
て
い
た
防

１４

災
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
の
で
、
水

防
指
令
や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
、

消
防
団
幹
部
や
防
災
担
当
者
が
そ

こ
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

し
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
災
害

対
応
や
緊
急
情
報
等
を
住
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は

的
確
に
高
齢
者
等
を
避
難
誘
導
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
人

的
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た

要
因
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
反
省
点
も
あ
り

ま
す
。
あ
の
年
ま
で
大
き
な
災
害

が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
町
の

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
い
た
体
制
が
な
か

な
か
整
わ
な
か
っ
た
こ
と
、
「
避

難
勧
告
」
や
「
避
難
指
示
」
な
ど

普
段
は
使
わ
な
い
言
葉
を
多
用
し

て
い
た
こ
と
、
ま
た
固
定
電
話
や

携
帯
電
話
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
電

　当時、和田山町役場に

勤務。総務企画グループ

統括監として消防防災を

所管。一方で、副区長を

していた地元の竹ノ内区

では甚大な被害が発生し

た。

仲村 守さん

（竹ノ内区区長）

復

旧

の

状

況

◎市内のほぼすべての場所で復旧工事が完了　

　大規模な護岸崩壊や山崩れが起きた市内の被害

個所では復旧工事が進み、現在では、ほぼすべて

の個所で完了しています。

　護岸が崩壊し、

　寸断された道路。

　集落が孤立した

　（内海区）。

土
砂
崩
れ
の
あ
っ
た
竹
ノ
内
区
の

治
山
工
事
。平
成
　
年
５
月
完
了
。

１９

▼

　平成１８年１２

　月に内海川の

　護岸工事は完

　了（内海区）。

▼

現
在
も
復
旧
工
事
が
続
く
竹
田
城

山
ノ
下
。工
事
は
今
年
度
で
完
了
の

予
定
。

平成１６年台風２３号　市内の被害状況
（平成１６年台風第23号災害状況等記録書）

非住家被害住　家　被　害人的被害
被害状況

地域等

そ
の
他

公
共
建
物

床　下
浸　水

床　上
浸　水

一部損壊半　壊大規模半壊全　壊負
傷
者

死
　
者

損害割合
～２０％

損害割合
２０％～

損害割合
４０％～

損害割合
５０％～

棟棟世帯棟世帯棟世帯棟世帯棟世帯棟世帯棟人人

11生　野

1075751313110110634116611和田山

5111111171722山　東

12626101011朝　来

1601131131414137137645118811朝来市合計

14204,0953,8756676225425423,1402,7711,1151,093540343569但馬地域合計

朝来市合計播但連絡道路朝　来山　東和田山生　野

１６１３３７２道路被害

※道路の浸水、崩土、路肩崩壊、倒木等で通行止め、道路規制を伴う被害

※その他被害…山間部のスギやヒノキ等の「風倒木」が広範囲で発生。こ
　のため、電柱などがなぎ倒され、数日間停電する地域もありました。



　
近
年
、
全
国
的
に
台
風
に
限

ら
ず
、
梅
雨
・
秋
雨
前
線
の
影

響
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の

氾
濫
等
の
水
害
や
地
す
べ
り
等

の
土
砂
災
害
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
前
線
が
停
滞
す
る
と
、
市
内

で
も
豪
雨
が
降
り
、
被
害
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

特
に
地
す
べ
り
や
が
け
崩
れ
は

突
然
起
き
る
た
め
、
人
家
の
近

く
で
起
き
る
と
逃
げ
遅
れ
る
人

も
多
く
、
死
者
の
発
生
の
割
合

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
沢
や
井
戸
の

水
が
に
ご
っ
て
い

る
」「
が
け
に
亀
裂

難
し
、
市
役
所
や
消
防
署
な
ど

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
の
発
生
を
止
め
た
り
、

被
害
の
規
模
を
確
実
に
予
測
し

た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に

も
、
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
・
地
域

等
で
安
全
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
　
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
の
持
ち
物
を
準
備
し
た
り
、

避
難
訓
練
や
防
災
訓
練
、
救
命

講
習
会
に
進
ん
で
参
加
し
た
り

し
て
、
災
害
に
対
す
る
認
識
を

高
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
注
意

が
走
っ
て
い
る
」

な
ど
土
砂
災
害
に

は
発
生
す
る
と
思

わ
れ
る
兆
候
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う

な
現
象
を
察
知
し

た
場
合
は
、
直
ち

に
周
り
 の
人
と

安
全
な
場
所
へ
避

広報 朝朝来来 ６

さ
ん
が
土
砂
の
搬
出
作
業
等
に
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、

施
設
を
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
、

改
め
て
「
地
域
の
力
」
の
重
要
性

を
認
識
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
職
員
の
防
災
に
対
す
る

意
識
も
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
台

風
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
毎
年
行

う
避
難
訓
練
に
も
真
剣
さ
が
増
し

ま
し
た
。
今
で
は
雨
が
降
っ
た
ら

に
ご
り
水
が
出
て
な
い
か
、
川
の

水
量
が
増
え
て
な
い
か
な
ど
見
て

回
っ
て
い
ま
す
し
、
い
ざ
と
言
う

と
き
に
備
え
て
土
の
う
も
置
い
て

い
ま
す
。

　
台
風
　
号
で
真
生
園
が
被
害
に

２３

あ
っ
た
の
は
午
後
２
時
　
分
ご
ろ

40

か
ら
で
し
た
。

　
前
日
か
ら
の
雨
で
、
施
設
の
近

く
を
流
れ
る
谷
川
が
増
水
し
て
勢

い
が
強
く
な
り
、
つ
い
に
は
土
石

流
と
な
っ
て
、
施
設
の
中
に
流
れ

込
ん
で
き
ま
し
た
。
普
段
は
ほ
と

ん
ど
水
が
流
れ
て
い
な
い
の
で
、

後
に
大
き
な
被
害
が
出
る
こ
と
な

ど
予
想
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
被
害
の
出
始
め
た
の

が
平
日
の
昼
だ
っ
た
の
が
不
幸
中

の
幸
い
で
、
勤
務
し
て
い
る
職
員

が
多
く
、
ま
た
休
日
中
の
職
員
が

異
変
を
感
じ
て
す
ぐ
に
駆
け
つ
け

て
き
た
こ
と
で
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
を
全
員
無
事
に
避
難
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
台
風
の
影
響
で
施
設
内
に

流
入
し
た
土
砂
は
約
６
百
立
方
㍍
。

職
員
だ
け
で
は
、
こ
の
大
量
の
土

砂
を
撤
去
す
る
こ
と
は
到
底
無
理

で
し
た
が
、
消
防
団
や
地
元
の
方

な
ど
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

平成１６年台風２３号で起きた地すべり（和

田山町内）。地すべりが起きた場合は、土砂

に巻き込まれないよう、がけからできるだ

け遠くに逃げてください。がけ崩れの前兆

や地すべりの前兆がないか、避難する道に

危険な場所がないか、日頃から調べておい

きましょう。

　
避
難
勧
告
は
、
被
害
が
予
想
さ

れ
る
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
に
対

し
て
、
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
へ

の
避
難
を
勧
め
る
も
の
で
す
。

　
避
難
指
示
は
、
避
難
勧
告
よ
り

も
急
を
要
す
る
場
合
や
、
人
に
被

害
が
出
る
危
険
性
が
非
常
に
高

ま
っ
た
場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
か
ら
発
表
さ
れ

る
避
難
情
報
に
は
「
避
難
準
備
情

報
」
が
あ
り
ま
す
。

　
避
難
準
備
情
報
は
、
高
齢
者
な

ど
に
避
難
開
始
を
、
そ
の
他
の

人
々
に
避
難
準
備
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
出
な

い
場
合
で
も
、
危
険
を
感
じ
た
場

合
は
、
近
く
の
学
校
な
ど
に
自
主

的
に
避
難
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

「
避
難
勧
告
」と「
避
難
指
示
」の
違
い

　当時、真正園で副所長

として勤務。施設の半分

は土砂で埋まってしまっ

たが、利用者にけが人を

一人も出すことなく避難

できたのは、多くの人の

協力があったからと語る。

習田 裕さん

（特別養護老人ホーム平生園、高齢

者グループホームわらしべ所長） 平
成
　
年
台
風
　
号
被
災
の
経
験
か
ら
②

１６

２３

土砂に埋まった施設内の様子

小石が転がり落ちてくる。

長雨のあと強い雨が降
り始めた。

亀裂が入ったり、
変形している。

側溝に砂石や泥、枯れ
葉などが詰まっている。

土砂災害の兆候 ― こんな時は注意！！

亀裂が大き
くなってき
た。

地鳴りが聞
こえる。

山の斜面か
ら水が吹き
出しはじめ
た。

そのほかに…
・川の流れが濁り、流木が混ざりはじ
　める。
・雨が降り続いているのに川の水位が
　下がる。
・沢や井戸の水が濁る。
・地面にひび割れができている

湧き水の量
が一定でな
くなり濁っ
てきた。



　
防
災
は
一
人
ひ
と
り
が
し
っ

か
り
と
意
識
を
持
っ
て
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。
家
族
全
員
、
地

域
全
体
で
防
災
に
取
り
組
む
こ

ん
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
非
常

持
出
品
を
袋
に
ま
と
め
、
持
ち

出
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
置
き
、

定
期
的
に
足
り
な
い
も
の
が
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
住
ま
い
の
点
検

　
地
震
や
台
風
が
来
る
前
に
、

家
屋
の
点
検
を
行
い
、
被
害
が

発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
家
具
な
ど
が
転
倒
し
な
い

よ
う
に
固
定
す
る
こ
と
で
、
災

害
時
の
危
険
が
少
な
く
な
り
ま

す
。

◎
防
災
の
情
報
収
集

　
防
災
に
つ
い
て
の
情
報
は
毎

日
新
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
や
地
域
の

人
と
話
し
合
い
、
防
災
意
識
を

高
く
持
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情

報
収
集
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

と
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
家
の
ま
わ
り
や

地
域
に
ど
ん
な
危
険
が
ひ
そ
ん

で
い
る
の
か
、
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

◎
避
難
場
所
の
確
認

　
災
害
が
起
き
た
と
き
、
ど
こ

に
避
難
す
れ
ば
い
い
の
か
家
族

み
ん
な
で
確
認
し
、
下
見
し
て

そ
の
状
況
を
把
握
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
避
難
す
る
と
き
は
、
日
頃
通

ら
な
い
所
は
避
け
る
よ
う
に
し
、

あ
ら
か
じ
め
ル
ー
ト
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

◎
非
常
持
出
品
の
確
認

　
　
避
難
生
活
に
最
低
限
必
要

な
食
料
と
水
、
救

急
医
療
品
、
ラ
ジ

オ
な
ど
の
非
常
持

出
品
を
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
な
ど
の
非

常
持
出
袋
に
入
れ

て
、
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
場
所
に
備

え
て
ま
し
ょ
う
。

持
病
の
あ
る
人
は

そ
の
薬
や
処
方
せ

さ
さ
え
あ
う
関
係
づ
く
り
が
地
域
の
防
災
機
能
を
高
め
る

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
記
録
か
ら

ど
れ
だ
け
ご
存
じ
？
防
災
知
識

再
点
検
、
あ
な
た
の
周
り
の
防
災
対
策

平成２０年６月平成２０年６月号号７

　
自
宅
や
勤
務
先
に
近
い
避
難
場
所
の

経
路
を
普
段
か
ら
実
際
に
歩
く
な
ど
し

て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非常持出品一式。必要な物は人によって違い

ます。家族構成などを考えて用意しましょう。

家の周りの
安全チェック

　
ま
た
、
生
き
埋
め
や
閉
じ
込
め

ら
れ
た
際
の
救
助
方
法
を
示
し
た

グ
ラ
フ（
上
）
で
は
、
自
力
又
は
家

族
や
住
民
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ

た
割
合
は
　
％
を
超
え
て
い
ま

９０

し
た
。

　
早
く
助
け
る
ほ
ど
救
助
者
の

生
存
率
は
高
く
な
り
ま
す
が
、

消
防
や
警
察
の
人
員
だ
け
で
は

救
助
が
間
に
合
わ
な
い
た
め
、

市
民
同
士
の
救
出
活
動
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
普
段
か
ら
支
え
合
う
関
係
を

つ
く
り
、
地
域
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
持
つ
こ
と
が
、
大
規
模

災
害
に
お
け
る
犠
牲
を
最
小
限

に
く
い
止
め
る
た
め
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

　
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た

平
成
７
年
１
月
の
兵
庫
県
南
部

地
震
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）

で
は
、
普
段
か
ら
の
近
隣
や
地

域
社
会
と
の
つ
な
が
り
、
結
び

つ
き
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る

こ
と
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
日
間
の
生
存
率
を
示
し
た

グ
ラ
フ（
下
）
を
見
る
と
、
地
震

発
生
当
日
の
１
月
　
日
で
は
救

１７

出
さ
れ
た
人
の
う
ち
４
分
の
３

は
生
存
し
て
い
ま
し
た
が
、
翌

日
に
な
る
と
、
４
分
の
１
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
被
災
後
、　

時
間
以
内
に
救
出

２４

さ
れ
る
か
否
か
が
生
存
の
分
岐
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※自力で、

又は家族

生き埋めや閉じ込められた際の救助方法

資料：総務省消防庁「自主防災組織の手引き」

救助者中の生存者の割合の推移（1月17日～２１日の５日間）

資料：国土交通省近畿地方整備局「阪神・淡路大震災の経験に学ぶ」

や隣人等に救

助された割合

は約９８％



　
市
は
昨
年
６
月
、
市
内
の
全

世
帯
に
災
害
時
の
防
災
拠
点
、

避
難
場
所
な
ど
を
明
記
し
た

「
朝
来
市
防
災
マ
ッ
プ
」を
配
布

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
見
る
と
災
害
が
起
き

た
と
き
、
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
で
は
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
ど
こ
へ
連
絡
を
す
れ

ば
よ
い
の
か
な
ど
が
確
認
で
き

ま
す
。

バ
ラ
に
行
動
す
る
よ
り
、地
域

住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
活
動
す

る
ほ
う
が
効
果
的
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
役
割
を
担
う
組
織

が「
自
主
防
災
組
織
」で
す
。い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
が

守
る
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、地

域
住
民
で
結
成
・
運
営
し
ま
す
。

　
市
内
で
は
、各
行
政
区
等
を

単
位
と
し
て
、現
在
百
　
の
組

６１

織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と

き
は
、初
期
消
火
や
被
災
者
の

救
出
や
救
護
、非
難
な
ど
の
防

災
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
災
害
に
備
え
て
、「
地
域
の
危

険
な
個
所
の
洗
い
出
し
」「
高
齢

者
等
の
災
害
時
要
援
護
者
に
対

す
る
支
援
」「
防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
の
動
」な
ど
、地
域
の
状

況
に
合
わ
せ
た
活
動
が
必
要
で

自
主
防
災
組
織
の
活
動

自
主
防
災
組
織
の
活
動災

害
が
起
き
た
と
き
に
被
害
を
最

小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
に
も
、

毎
年
区
の
役
員
で
危
険
個
所
の
点

検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
活
動
は
区
民
の
命
、

財
産
を
守
る
た
め
に
も
毎
年
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

行
政
に
は
こ
の
よ
う
な
区
の
取
組

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
ん

な
面
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
八
代
区
で
は
、
自
主
防
災
組
織

の
活
動
と
し
て
、
消
防
本
部
の
協

力
の
下
、
消
防
教
室
な
ど
を
行
っ

て
区
民
の
防
火
・
防
災
意
識
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
災
害
が
起
こ
ら
な
い
と

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
と
い

う
意
識
も
薄
れ
て
き
ま
す
が
、
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
も
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
代
区
に
は
地
域
の
中

を
川
が
通
っ
て
い
る
の
で
、
台
風

が
来
る
と
い
つ
川
が
 氾
濫
 し
、
災

は

ん

ら

ん

害
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

郷
土
を
守
る
消
防
団

　
朝
来
市
消
防
団
は
、
現
在
旧
町

ご
と
の
４
つ
の
支
団
と
そ
の
下
に

あ
る
全
　
分
団
で
組
織
さ
れ
、
１

３２

千
　
人
の
団
員
が
活
動
し
て
い
ま

３１
す
。
　
ほ
と
ん
ど
の
団
員
は
会
社
に
勤

め
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー朝来市消防団長

金田正夫さん（山口区）

広報 朝朝来来 ８

朝来市防災マップは、地図面と啓発面

で構成しています。地図面は、市内を

７地区に分け、それぞれの地区に応じ

た避難場所などの詳細情報を掲載して

います。家族の集まる食卓や、居間に

貼っておいたりして、いつ起こるかわ

からない災害に備え、それぞれの家庭

で最善の行動計画を確認してください。

防
災
マ
ッ
プ
を
再
確
認

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

と
き
は
、建
物
の
倒
壊
や
火
災
、

道
路
や
橋
の
寸
断
が
同
時
に
発

生
し
ま
す
。さ
ら
に
電
話
の
不

通
や
停
電
な
ど
も
発
生
し
、行

政
や
消
防
署
、消
防
団
に
よ
る

救
急
活
動
だ
け
で
は
対
応
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
地
域
に
住
む
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
災
害
時
要
援
護
者

と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
支
援
活

動
は
重
要
で
す
。被
害
の
拡
大

を
防
ぎ
、市
民
の
命
を
守
る
た

め
に
は
、一
人
ひ
と
り
が
バ
ラ

地
域
で
取
り
組
む
防
災
活
動

自主防災組織の活動（消防教室で緊急

搬送訓練に取り組む諏訪区の皆さん）

八代区区長

杉田隆夫さん

▼いざと言いうときの

連絡先の確認や、家族

の連絡先を書き留めて

おくことができます。

▲避難時の注意

　事項など、「避

　難の心得」が確

　認できます。

区内の危険個所の点検を行う八代

区の皆さん。



す
。そ
の
た
め
に
、防
災
知
識
と

救
命
技
術
を
身
に
付
け
る
講
習

会
や
避
難
訓
練
、消
火
訓
練
な

ど
を
行
い
、万
一
の
災
害
に
備

え
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、

災
害
か
ら
自
ら
の
命
、財
産
を

守
る
と
い
う
い
わ
ば
自
分
の
た

め
の
も
の
で
す
。隣
近
所
の
地

域
の
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
こ
そ

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。訓
練
は

継
続
的
に
繰
り
返
し
実
施
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
地
域
の
お
祭
り
や
行
事
な
ど

と
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、工
夫

し
て
楽
し
み
な
が
ら
、地
域
住

民
が
地
域
防
災
力
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

　
大
規
模
災
害
の
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
に
は
自
ら
が
自
ら
を

守
る「
自
助
」、地
域
住
民
が
相

互
に
協
力
・
援
助
す
る「
共
助
」、

そ
し
て
公
共
機
関
に
よ
る
救

助
・
支
援
な
ど
の「
公
助
」の
そ

れ
ぞ
れ
が
必
要
で
す
。

　
特
に「
共
助
」は
重
要
で
、こ

れ
ま
で
多
く
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
自
然
災
害
も
、初
期
の
段

階
で
は
近
隣
住
民
の
協
力
に
よ

り
、多
く
の
命
が
救
わ
れ
て
い

ま
す
。一
人
で
は
で
き
な
い
こ

と
で
も
、地
域
住
民
が
助
け
合

う
こ
と
で
大
き
な
力
を
発
揮
し
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
平
常
時
か
ら
地
域
内
の
交
流

を
深
め
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や

防
火
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
は「
い
つ
の
日
か
必
ず

や
っ
て
来
る
」と
い
う
認
識
を

ま
ず
持
つ
こ
と
が
地
域
防
災
に

つ
な
が
る
の
で
す
。

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
火
災
や

災
害
か
ら
守
る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
訓
練
や
研
修
を
通
じ
て
消
防
や

防
災
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
、

火
災
が
発
生
し
た
と
き
の
消
火
活

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
活
動
を

織
の
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
、
地
域
の

人
た
ち
が
協
力
し
合
い
、
救
出
・

救
護
や
避
難
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
住

民
が
協
力
し
て
活
動
し
た
地
域
は

被
害
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
検
証

結
果
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
地

域
の
つ
な
が
り
も
、
い
ざ
と
い
う

と
き
重
要
で
す
。

　
災
害
は
 忘
れ
ず
 に
必
ず
や
っ
て

・

・

・

き
ま
す
。
災
害
を
避
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
事
前
の
備
え
と

災
害
発
生
時
に
は
地
域
ぐ
る
み
で

防
災
活
動
を
行
い
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
朝
来
市
で
は
、
地
震
や
風
水
害
、

大
雪
な
ど
の
災
害
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
全
国
で
多
発
し
て
い
る
災
害
。

「
今
度
は
朝
来
市
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
意
識
で
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず
落

ち
着
い
て
自
分
と
家
族
の
身
を
守

る
こ
と
。
そ
し
て
、
自
主
防
災
組

イ
ン
タ
ビ
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消防長　直田耕治郎

　
市
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
大
切

な
財
産
や
命
を
守
る
た
め
、災

害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
市
は
昨
年
、市
域
で
発
生
す

る
自
然
災
害
等
に
対
処
す
る
た

め
の「
朝
来
市
地
域
防
災
計
画
」

を
作
成
。さ
ら
に
、「
朝
来
市
防

災
マ
ッ
プ
」も
作
成
し
、全
世
帯

に
配
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、万
一
に
備
え
、防
災
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
は
、
毛
布
な
ど

の
生
活
必
需
品
、
給
水
タ
ン
ク

な
ど
の
応
急
給
水
資
器
材
や
く

い
、
土
の
う
袋
な
ど
を
備
蓄
し

て
い
ま
す
。道
の
駅「
但
馬
の
ま

ほ
ろ
ば
」
に
あ
る
貯
水
槽
に
は

常
時
百
㌧
の
水
が
蓄
え
ら
れ
て

お
り
、
災
害
発
生
時
に
は
飲
料

水
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
市
内
の
企
業
や
団
体
と

食
糧
や
物
資
の
調
達
、
被
災
個

所
の
復
旧
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
協

定
を
締
結
し
、
災
害
に
備
え
て

い
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、地
区
等

の
要
望
が
あ
れ
ば
、消
防
教
室

災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り

市
の
取
組

平成１９年１月２０日に行われた「朝来市防災訓

練」。市民や消防団、市役所など各種団体約

1,000人が参加しました。

平成２０年６月平成２０年６月号号９

を
行
う
な
ど
し
て
、地
域
の
防

災
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。家

庭
で
、
地
域
で
協
力
し
て

防
災
力
の
ア
ッ
プ
を

動
や
災
害
の
と
き
の
救
助
活
動
、

避
難
誘
導
を
行
う
な
ど
、
各
地
域

の
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
な
が

ら
積
極
的
な
消
防
防
災
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

や
火
災
予
防
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
現
場
で
冷
静
な
消
火

活
動
や
救
出
活
動
を
す
る
た

め
に
、
規
律
か
ら
高
度
な
操

法
技
術
ま
で
１
年
を
通
し
て

訓
練
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
地
域
内
の
火
災
予
防
や

警
戒
活
動
、
消
防
ポ
ン
プ
車

の
点
検
、
地
域
の
祭
り
や
防

火
訓
練
な
ど
に
参
加
す
る
な

ど
し
て
、
火
災
状
況
の
報
告

消 防 団 の 活 動

消防団員の技術向上と士気の高

揚を目的に行われる「ポンプ操

法大会」。今年は６月８日（ポン

プ車操法の部）、２９日（小型ポン

プ操法の部）に行われます。

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

６月は みみ
んん
なな
でで
防防
ごご
うう
土土
砂砂
災災
害害

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」



　　
兵
庫
県
の
中
北
部
に
位
置
す
る

我
が
ま
ち
朝
来
市
。
こ
こ
に
は
山

地
を
中
心
と
し
た
豊
か
な
自
然
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
昆
虫
相
に

お
い
て
も
北
方
型
と
南
方
型
が
交

ざ
り
合
い
豊
か
な
個
性
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。

―
・
―
・
―
・
―
・
―

　
市
内
の
昆
虫
の
採
集
記
録
の
歴

史
は
戦
後
間
も
な
く
に
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
存
す
る

標
本
の
中
に
丹
波
出
身
の
自
然
愛

好
家
の
越
智
研
一
郎
氏
が
粟
鹿
山

で
採
集
さ
れ
た
チ
ョ
ウ
の
記
録
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
戦
後
で
は
生
野

で
の
記
録
が
多
く
、
そ
の
中
に
現

在
は
牛
の
飼
育
の
減
少
に
伴
い
非

常
に
め
ず
ら
し
く
な
っ
た
ダ
イ
コ

ク
コ
ガ
ネ
と
い
う
虫
の
記
録
が
あ

り
ま
す
。
当
時
、
生
野
町
は
ダ
イ

コ
ク
コ
ガ
ネ
が
多
く
生
息
す
る
地

と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
栃
原
高
原
周
辺
で
は
、

北
方
系
の
昆
虫
と
し
て
オ
オ
ル
リ

ボ
シ
ヤ
ン
マ
や
エ
ゾ
ト
ン
ボ
、
ま

た
生
き
た
化
石
と
言
わ
れ
る
ム
カ

シ
ト
ン
ボ
や
ム
カ
シ
ヤ
ン
マ
な
ど

が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
氷
河
時
代
の
生
き
残

り
と
い
わ
れ
る
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド

キ
、
ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド

キ
と
い
う
め
ず
ら
し
い
チ
ョ
ウ
が

生
息
分
布
の
東
限
と
し
て
生
息
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
見
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
要
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
近
年
の
急

速
な
環
境
の
変
化
が
大
き
な
原
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
環
境
省

は
、
全
国
で
多
数
の
絶
滅
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
種
（
絶
滅
危
 惧
 種
）

ぐ

を
選
定
し
て
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
、
そ
の
保
護
に
努
め

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
県
が
２
０

０
３
年
に
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
絶
滅
の
恐
れ

が
あ
る
種
を
公
表
し
ま
し
た
が
、

こ
の
中
に
は
市
内
で
見
ら
れ
る
多

く
の
種
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

有
名
な
と
こ
ろ
で
は
国
蝶
に
も
選

朝来市の昆虫につい朝来市の昆虫についてて

第７回

広報 朝朝来来 １０

　
市
教
育
委
員
会
は
、市
近
代
化
遺
産

の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た「
朝
来
市
の

近
代
化
遺
産
調
査
報
告
書
」を
発
行
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、市
や
神
戸
大
学
大
学
院
建

築
史
研
究
室
な
ど
が
平
成
　
年
か
ら

１２

継
続
的
に
行
な
っ
て
き
た
、生
野
鉱
山

を
は
じ
め
と
す
る
代
表
的
な
近
代
化

遺
産
の
調
査
結
果
な
ど
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。市
で
は
こ
の
ほ
か
、「
生
野

鉱
山
群
近
代
化
遺
産
保
存
活
用
基
本

方
針
」を
策
定
。「
鉱
山
遺
産
の
保
存
活

用
」や「
企
業
と
の
共
存
に
よ
る
地
域

再
生
」を
進
め
て
い
き
ま
す
。

代
化
遺
産
の
価
値
を
見
つ
め
直
し
て

近近 　
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
市
役
所
を
目
指
し
、
市
民
課
等
の
窓

口
担
当
課
を
対
象
に
、
品
質
管
理
に
関

す
る
国
際
規
格
の
「
I
S
O
９
０
０

１
」
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
こ
の
認
証
は
、
企
業
等
が

品
質
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
方
針
を
定
め
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
満
足
度
の
改
善
を

行
う
た
め
の
体
制
や
取
組
に

対
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で

す
。
　
市
で
は
現
在
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
職
員
の
意
識

改
革
を
図
る
た
め
、「
朝
来
市
あ
い
さ

つ
･
接
遇
･
サ
ー
ビ
ス
向
上
推
進
委

員
会
」
の
設
置
や
「
朝
来
市
役
所
・
行

政
品
質
方
針
」
の
策
定
な
ど
の
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

民
満
足
度
向
上
を
目
指
し
て

市市

ISO９００１の認証登録証

この報告書は市内図書館や資料館などで閲覧するこ
とができます。 
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市市政政フフララッッシシュュ市政フラッシ市政フラッシュュ

ば
れ
て
い
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
、
世

界
最
小
の
ト
ン
ボ
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
な
ど

で
す
。
ま
た
、
２
０
０
４
年
に
は

県
内
で
は
す
で
に
絶
滅
し
た
と
思

わ
れ
て
い
た
ア
カ
マ
ダ
ラ
コ
ガ
ネ

も
粟
鹿
山
 麓
 で
再
発
見
さ
れ
、
関

ろ

く

係
者
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
逆
に
、
以
前
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
昆
虫
が
確
認
さ
れ
る

よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
昆
虫
自

身
の
適
応
能
力
の
向
上
な
の
か
、

地
球
温
暖
化
の
影
響
な
の
か
は
不

明
確
で
す
が
、
南
方
系
の
昆
虫
が

分
布
を
広
げ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
ナ
ガ
サ

キ
ア
ゲ
ハ
、
ク
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
、

ウ
ス
イ
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
な
ど
の

チ
ョ
ウ
が
そ
の
代
表
で
す
。
２
０

０
６
年
に
は
迷
蝶
と
し
て
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
台
湾
方
面
か
ら
ウ
ス
コ
モ

ン
マ
ダ
ラ
と
い
う
チ
ョ
ウ
の
飛
来

も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
オ
オ
シ
ロ
オ
ビ
ゾ
ウ
ム
シ
、
ナ

ガ
フ
ト
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ゾ
ウ
ム
シ
、
ク

マ
ゼ
ミ
、
ル
リ
モ
ン
ハ
ナ
バ
チ
な

ど
も
少
数
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
し
、
南
方
系
の
外
来
種
で

あ
る
ア
オ
マ
ツ
ム
シ
、
キ
ベ
リ
ハ

ム
シ
も
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

―
・
―
・
―
・
―
・
―

　
「
地
球
温
暖
化
」
と
い
う
言
葉

も
今
で
は
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し

た
。
人
間
活
動
の
影
響
が
大
き
い

と
さ
れ
る
こ
の
傾
向
に
よ
っ
て
地

球
上
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
種

の
絶
滅
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
豊
か
な
自
然
が

多
く
残
っ
て
い
る
朝
来
市
に
は
、

わ
ず
か
な
が
ら
で
も
希
少
な
昆
虫

が
生
息
す
る
環
境
が
保
た
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然

を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
は
私
た
ち
市
民
一
人
一
人
に

と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

　
市
と
あ
さ
ご
管
工
事
業
協
同
組
合

（
藤
本
哲
二
理
事
長
）
は
４
月
　
日
、
市

２３

役
所
本
庁
舎
で
「
上
・
下
水
道
施
設
災

害
に
関
す
る
応
援
協
定
書
」
の
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。　

　
こ
の
協
定
は
、
地
震
、
風
水
害
、
そ

の
他
の
災
害
に
よ
り
、
上
・
下
水
道
施

設
が
被
災
し
た
場
合
に
、
同
施
設
の
速

や
か
な
復
旧
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

締
結
し
た
も
の
で
す
。

　
協
定
書
の
締
結
に
よ
り
、
市
は
必
要

に
応
じ
て
、
同
組
合
か
ら
被
災
し
た
施

設
の
復
旧
に
必
要
な
人
員
や
資
材
の

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

害
時
に
お
け
る
協
定
書
を
締
結

災災 　
市
は
　
日
、
和
田
山
町
枚
田
の
国
道

１４

３
１
２
号
沿
線
で
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
会
員
約
　
人
の
協
力
を
得
て
、

３０

ご
み
拾
い
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
５
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で

２４

２６

の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
先
が
け
て
主

要
国
環
境
相
会
合（
Ｇ
８
）が
神
戸
で

開
催
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
各
国
環
境
相

が
但
馬
を
訪
問
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
と
、
こ
れ
を
機
会
に
環
境
美
化
の

意
識
啓
発
を
目
指
し
て
市
が
企
画
し

た
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は
、
弁
当
の
空
箱
や
空
き
缶
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
約
　

㌔

の
ご

６０

み
を
回
収
し
ま
し
た
。

ミ
ッ
ト
前
に
ご
み
拾
い

ササ

ごみの回収に汗を流す参加者たち。調印後に握手する藤本理事長（右）と井上市長 

ツマグロヒョウモン

アカマダラコガネ



広報 朝朝来来 １２

　
４
月
の
下
旬
か
ら
５
月
の
上
旬
に

か
け
て
、
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
の
訪
問

団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
交
流
を
続
け
て
い

る
山
東
町
と
和
田
山
町
を
訪
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
交
流
は
、
山
東
町
国
際
文
化

交
流
協
会
と
わ
だ
や
ま
国
際
文
化
交

流
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い

る
も
の
。
生
徒
た
ち
は
市
内
外
の
名

所
旧
跡
を
巡
っ
て
日
本
の
伝
統
文
化

に
触
れ
た
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

家
族
や
訪
問
先
の
小
中
学
生
と
交
流

を
深
め
た
り
し
ま
し
た
。

　
４
月
　
日
、
今
年
で
　
回
目
と
な

２５

１１

る
マ
ウ
ン
ト
テ
ー
バ
ー
中
の
訪
問
団

が
山
東
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
一
行
は
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
個
人
学
習
な
ど
を
行
っ
た
り
、

市
内
の
施
設
や
観
光
名
所
を
見
学
し

た
り
し
ま
し
た
。
５
月
２
日
に
訪
れ

た
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、 勾
 

ま
が

玉
作
り
に
挑
戦
。
材
料
と
な
る
 滑
石
 

か

っ

せ

き

を
好
き
な
形
に
紙
や
す
り
で
削
り
、

思
い
思
い
の
勾
玉
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
　
生
徒
ら
は
前
半
は
山
東
自
然
の
家

に
宿
泊
、
後
半
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
た
ち
と
の
生
活

を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
自
慢
の
日
本

語
に
磨
き
を
か
け
ま
し
た
。

　
５
月
９
日
に
和
田
山
町
を
訪
れ
た

シ
ャ
ヘ
イ
ラ
ム
バ
レ
ー
中
の
生
徒
ら

は
　
日
、
大
蔵
小
学
校
で
児
童
ら
か

１５
ら
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
外
国
人
に
接
す
る
機
会
の
少

な
い
両
校
の
生
徒
た
ち
は
、
始
め
は

お
互
い
に
緊
張
し
た
様
子
。
大
蔵
小

の
児
童
ら
か
ら
、
紙
で
作
っ
た
カ
ブ

ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
シ
ャ
ヘ
イ

ラ
ム
バ
レ
ー
中
の
生
徒
ら
は
お
返
し

に
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
最
後
は
じ
ゃ

ん
け
ん
列
車
ゲ
ー
ム
で
打
ち
解
け
た

雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

まちのイベントや地域の話題をお届けします まままままままままままままま ちちちちちちちちちちちちちち のののののののののののののの わわわわわわわわわわわわわわ だだだだだだだだだだだだだだまちのわだ いいいいいいいいいいいいいいい

　
生
野
も
り
あ
げ
隊
は
５
月
　
日
、

１８

生
野
町
旧
駅
通
一
帯
で
銀
谷
ぽ
っ
ぽ

祭
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
、
一
昨
年
、
生
野
も

り
あ
げ
隊
が
播
但
線
全
線
開
通
百
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
、

今
年
で
３
回
目
。
会
場
に
は
多
く
の

露
店
が
並
び
、
大
道
芸
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
め
ん
こ
や

ビ
ン
立
て
な
ど
昔
の
遊
び
が
体
験
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
訪
れ

た
人
た
ち
は
懐
か
し
い
雰
囲
気
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鉄
道
模
型「
Ｎ
ゲ
ー
ジ
」や

プ
ラ
レ
ー
ル
の
展
示
、ミ
ニ
S
L
の

運
行
が
子
ど
も
達
の
人
気
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

汽
笛
を
鳴
ら
し
て
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
出
発
進

汽
笛
を
鳴
ら
し
て
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
出
発
進
行行

　
市
は
４
月
　
日
か
ら
５
月
５
日
ま

２９

で
の
期
間
、
あ
さ
ご
芸
術
の
森
で
イ

ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
あ
さ
ご
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
６
回
目
と
な
っ
た
今
年
の
デ
ザ
イ

ン
は
「
天
空
の
竹
田
城
」。
４
月
　
日
２８

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
約
２
百
人

が
、
巨
大
な
花
絵
作
り
に
参
加
。
芸

術
の
森
美
術
館
を
カ
ン
バ
ス
に
見
立

て
、
豊
岡
市
但
東
町
で
開
催
さ
れ
た

「
た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
び
ら
を
丁
寧

に
敷
き
詰
め
て
見
事
な
ア
ー
ト
を
完

成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

チューリップの花びら約５００万枚で描かれた「竹田
城」がお目見え

日
本
の
生
活
文
化
に
触
れ

日
本
の
生
活
文
化
に
触
れ
るる

芸
術
の
森
に
色
と
り
ど
り
の「
竹
田
城
」が
登

芸
術
の
森
に
色
と
り
ど
り
の「
竹
田
城
」が
登
場場

作りたての勾玉を早速首飾りにするマウント

テーバー中の生徒

じゃんけん列車ゲームを楽しむシャヘイ
ラムバレー中の生徒と大蔵小の児童

子どもたちに大人気のミニＳＬの運行。



平成２０年６月平成２０年６月号号１３

　
山
口
小
学
校
５
年
生
の
児
童
　
人
３７

が
５
月
　
日
、
円
山
川
で
稚
ア
ユ
の

１３

放
流
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

円
山
川
漁
業
共
同
組
合
朝
来
支
部
が

６
月
１
日
の
ア
ユ
漁
解
禁
を
前
に
、

子
ど
も
た
ち
に
魚
に
親
し
ん
で
も
ら

い
、
河
川
環
境
の
大
切
さ
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
児
童
ら
は
、
体
長
６
～
　
㌢
の
高

１２

知
県
産
の
稚
ア
ユ
４
百
㌔
を
体
に
傷

が
つ
か
な
い
よ
う
バ
ケ
ツ
な
ど
を

使
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
放
流
。
な
か
な

か
生
き
て
動
い
て
い
る
ア
ユ
を
手
に

す
る
機
会
の
な
い
児
童
ら
は
、
元
気

に
泳
ぐ
ア
ユ
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

「
大
き
く
な
ぁ
れ
」と
ア
ユ
放

「
大
き
く
な
ぁ
れ
」と
ア
ユ
放
流流

　
ひ
ま
わ
り
保
育
園
は
５
月
８
日
、

お
 釈
迦
 様
の
生
誕
を
祝
う
花
祭
り
の

し

ゃ

か

行
事
「
白
象
行
進
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
園
の
理
事
長
で
隣
接

す
る
圓
龍
寺
の
田
村
信
隆
住
職
が
、

伝
統
行
事
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の

日
は
、
０
～
５
歳
の
園
児
と
保
護
者

ら
約
　
人
が
参
加
。
同
園
周
辺
の
町

８０

内
約
３
㌔
を
、
高
さ
約
１
㍍
、体
長
約

１
・
５
㍍
の
白
象
を
乗
せ
た
台
車
を

引
き
な
が
ら
練
り
歩
く
と
、
沿
道
を

通
り
か
か
っ
た
人
か
ら
「
し
っ
か
り
」

と
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
藤
ま
つ
り
が
４
月
　
日
か
ら
５
月

２９

　
日
ま
で
、
白
井
大
町
藤
公
園
で
行

１７わ
れ
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
が
、

薄
紫
色
に
咲
き
誇
っ
た
フ
ジ
の
花
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。　

　
同
公
園
に
は
、
大
町
公
園
管
理
組

合
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
幅
４
メ
ー

ト
ル
、
総
延
長
５
百
メ
ー
ト
ル
の
山

陰
随
一
の
規
模
を
誇
る
フ
ジ
棚
が
整

備
さ
れ
、
約
百
本
の
フ
ジ
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
月
３
、
４

日
の
両
日
に
は
、
太
鼓
の
演
奏
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

春
風
に
揺
れ
る
フ
ジ
の

春
風
に
揺
れ
る
フ
ジ
の
花花

　
市
は
５
月
５
日
、
ヒ
メ
ハ
ナ
公
園

で
こ
ど
も
ま
つ
り
を
開
催
。
た
く
さ

ん
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
青
空
の
下
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
、
お
り
が
み

教
室
や
竹
と
ん
ぼ
教
室
、
紙
飛
行
機

コ
ン
テ
ス
ト
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
特
に
人
気
を
集
め
た
の

は
、
景
品
の
引
き
換
え
番
号
が
書
か

れ
た
紙
の
入
っ
た
カ
プ
セ
ル
を
探
し

出
す
「
宝
さ
が
し
」。
子
ど
も
た
ち
は
、

園
内
に
隠
さ
れ
た
　
個
の
「
宝
」
を

６０

見
つ
け
よ
う
と
、
木
の
間
や
岩
の
下

な
ど
を
夢
中
で
探
索
し
、
見
つ
け
た

「
宝
」
を
満
面
の
笑
み
で
景
品
と
交
換

し
て
い
ま
し
た
。

隠
さ
れ
た
宝
を
探
し
出

隠
さ
れ
た
宝
を
探
し
出
せせ

「
白
象

「
白
象
」」ま
ち
を
練
り
歩

ま
ち
を
練
り
歩
くく

満開のフジの花の甘い香りをかぐ親子連れ

枝の分かれ目にカプセルの「宝」を発見！

お釈迦様の誕生を知らせたという「白象」を引い
て行進

バケツに入ったアユの稚魚を放流する子
どもたち

Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111
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Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111

　
照
福
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
４

月
　
日
、
三
保
区
で
レ
ン
ゲ
の
花
摘

３０
み
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
区
で
は
、
田
ん
ぼ
で
の
化
学
肥

料
の
使
用
を
抑
え
る
た
め
に
ア
イ
ガ

モ
農
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
無
農
薬
農

法
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
と
し
て
レ
ン
ゲ
の
花
を
肥
料
に

使
っ
た
有
機
農
法
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
辺
り
一
面
に
レ

ン
ゲ
の
花
が
咲
き
誇
る
田
ん
ぼ
の
中

に
入
る
と
、
レ
ン
ゲ
の
花
を
手
一
杯

に
抱
え
て
走
り
回
っ
た
り
、
花
輪
を

作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

ま
る
で
お
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
み
た

ま
る
で
お
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
み
た
いい

レンゲの花が満開に咲いた田んぼはまさに「野外
遊戯室」のよう。

　
青
倉
神
社
大
祭
が
４
月
　
日
、
納

２５

座
の
善
隆
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
青
倉
山
の
中
腹
に
あ
る
同
神
社
の

本
殿
で
は
、
姫
路
市
や
福
知
山
市
な

ど
市
外
か
ら
も
多
く
の
参
拝
者
が
訪

れ
、
家
内
安
全
な
ど
の
祈
 祷
 を
受
け

と

う

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ふ
も
と
の
善
隆
寺
で
は
、

屋
台
が
立
ち
並
び
、
大
勢
の
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
午
後
か
ら

行
わ
れ
た
も
ち
ま
き
に
は
、
一
つ
で

も
多
く
の
お
も
ち
を
持
っ
て
帰
ろ
う

と
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

伝
統
の
春
祭
り
、
に
ぎ
や
か

伝
統
の
春
祭
り
、
に
ぎ
や
か
にに

参加者は、自分の方にもちをまいてもらおうと「お～
い、こっちこっち」と声を掛けながら両手を広げ、楽
しそうにもちを拾っていました。

　
生
野
ま
ち
づ
く
り
工
房
井
筒
屋
運

営
委
員
会
は
５
月
　
日
か
ら
　
日
ま

１５

１８

で
、
生
野
町
口
銀
谷
地
区
で
「
銀
谷

の
わ
ら
べ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
委
員
会
が
伝
統
文
化

を
引
き
継
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
す
こ

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
約
　
軒
の

５０

民
家
や
商
店
が
参
加
。
昔
の
武
者
人

形
や
端
午
の
節
句
の
人
形
が
玄
関
先

な
ど
に
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
井
筒
屋
で
は
、
明
治
時
代
の
人
形

を
含
め
６
点
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

町
を
に
ぎ
わ
す
五
月
人

町
を
に
ぎ
わ
す
五
月
人
形形

華麗な五月人形のほか、金のかぶとや宮参りの際の
着物も展示されていました。

　
黒
川
で
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

研
究
を
続
け
て
い
る
「
日
本
ハ
ン
ザ

キ
研
究
所
」
は
４
月
　
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

１９

法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
化

を
目
指
す
設
立
総
会
を
但
陽
会
館
で

行
い
ま
し
た
。

　
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
別
名

「
ハ
ン
ザ
キ
」
は
地
上
最
大
の
両
生
類

で
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
も
指

定
さ
れ
て
い
る
絶
滅
危
 惧
 種
。
近
く

ぐ

を
流
れ
る
市
川
は
有
数
の
生
息
地
で

約
千
４
百
匹
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
で
は
、
今
年
度
の
事
業
な
ど
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

あ
ん
こ
う
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
設
立
に
向
け

あ
ん
こ
う
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
設
立
に
向
け
てて

生物の研究拠点「あんこうミュージアム」の設立を
目指すとあいさつする研究所代表の栃本武良さん
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春
の
叙

春
の
叙
勲勲
　

　
４
月
　
日
に
平
成
　
年
春
の
叙

２９

２０

勲
が
発
表
さ
れ
、
市
か
ら
は
中
島

匡
義
さ
ん
（
駅
前
区
）
が
受
章
し
ま

し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　中島 匡義さん

（駅前区）

　
昭
和
　
年
、
和
田
山
町
消
防
団
に

３４

入
団
。
昭
和
　
年
に
和
田
山
町
消
防

５６

団
副
団
長
に
。
平
成
　
年
３
月
に
退

１３

団
さ
れ
る
ま
で
の
　
年
間
、
地
域
の

４１

消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
県
功
労
者
表

県
功
労
者
表
彰彰
　

　
県
は
４
月
　
日
、
平
成
　

２９

２０

年
度
県
功
労
者
を
発
表
し
、

市
か
ら
は
５
人
の
皆
さ
ん
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

藤井順子さん
（土田区）

　
昭
和
　
年
、
南
但
い
ず
み
会

５２

に
入
会
。
そ
の
後
、
数
々
の
役

員
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
　
年
４

２０

月
か
ら
は
、
但
馬
ブ
ロ
ッ
ク
い

ず
み
会
会
長
、
県
い
ず
み
会
副

会
長
と
し
て
地
域
の
健
康
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
地
域
活
動
功
労
】

保田拝月さん
（和田山上町区）

　
昭
和
　
年
の
和
田
山
文
化
協

５６

会
の
結
成
の
際
に
中
心
的
な
役

割
を
果
た
さ
れ
、
以
来
　
年
に

２６

わ
た
り
、
理
事
、
副
会
長
、
会

長
と
し
て
活
躍
。
ま
た
、
合
併

後
は
、
朝
来
市
文
化
協
会
の
設

立
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
地
域
活
動
功
労
】

小寺 煌雅 くん（平成１７年４月２日生まれ。右）と
こ う が

 優奈 
ゆ な

ちゃん（平成１９年１月１０日生まれ。左）（竹原野）

第３回朝来市親睦囲碁大会成績結果[５月１１日]
３　位準優勝優　勝

佐 野 一 男松 田 槌 男高 階 通 雄市 長 杯

清 水 尚 郎中 島 直 樹足 立 義 美議会議長杯

松 下 美 高太 田 堅 一 郎松 本 政 一教 育 長 杯

第３２回和田山婦人バレーボール春季大会　[４月２０日]
加 都３　位ミックス準優勝遊 仁 會優　勝

いつもケンカばかりしてるけど本当はなかよし兄妹。

これからも２人仲よく遊んでね。（小寺利枝さん（母））

第１１回生野地区グラウンドゴルフ大会　[５月１７日]
３　位準優勝優　勝

円山のぞみ会Ａ円山のぞみ会Ｂ六 区 Ａ 組団 体 の 部
井 上 弘 行安 東 幸 男橋 本 晴 夫個 人 の 部

第２７回和田山少年野球春季大会　[４月２９日、５月３日]
竹田少年野球クラブ準優勝東河少年パワーズ優　勝

金田正夫さん
（山口区）

　
昭
和
　
年
、
朝
来
町
消
防
団

４３

に
入
団
。
以
来
、
平
成
　
年
に

１２

朝
来
町
消
防
団
長
、
平
成
　
年
１９

か
ら
は
朝
来
市
消
防
団
長
と
し

て
、
地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
防
災
・
消
防
功
労
】

阿野孝好さん
（平野区）

　
平
成
９
年
、
和
田
山
町
商
工

会
副
会
長
、
平
成
　
年
か
ら
は

１２

会
長
を
歴
任
。
常
に
商
工
会
活

動
の
あ
り
方
と
地
域
経
済
の
振

興
に
、
熱
意
を
も
っ
て
積
極
的

に
取
り
組
み
、
地
域
活
性
化
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
商
工
功
労
】

椿
野
康
雄
さ
ん（
立
野
区
）

【
自
治
功
労
】



　
障
害
者（
児
）福
祉
金
の

受
給
資
格
が
あ
る
人
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
の

　
１
級
又
は
２
級
所
持
者

　
②
療
育
手
帳
の
障
害
程

　
度
区
分
Ａ
及
び
Ｂ
１
判

　
定
の
人

　
③
精
神
障
害
者
保
健
福

　
祉
手
帳
の
１
級
又
は
２

　
級
所
持
者

▽
受
給
資
格
者
　
６
月
１

　
日
現
在
で
市
内
に
住
所

　
を
有
す
る
在
宅
の
対
象

　
者
（
介
護
保
険
法
に
規

　
定
す
る
要
支
援
又
は
要

　
介
護
の
認
定
を
受
け
た

　
人
、
精
神
疾
患
に
よ
っ

　
て
３
か
月
以
上
入
院
し

　
て
い
る
人
を
除
く
）

▽
福
祉
金
の
額
　
年
額
１

　
万
５
千
円

▽
給
付
時
期
　
６
月
下
旬

▽
支
給
方
法
　
口
座
振
り

　
込
み

▽
申
請
方
法
　
５
月
１
日

　
現
在
で
支
給
対
象
者
と

　
見
込
ま
れ
る
人
に
は
、

　
申
請
書
類
等
を
送
付
し

　
て
い
ま
す
。

　
　
申
請
用
紙
の
配
布
が

　
な
い
人
で
対
象
と
思
わ

　
れ
る
人
は
、
市
役
所
社

　
会
福
祉
課
又
は
各
支
所

　
に
あ
る
「
障
害
者（
児
）

　
福
祉
金
支
給
申
請
書
」

　
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
上
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

　
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

　
者
保
健
福
祉
手
帳
の
写

　
し
を
添
え
て
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限
　
６
月
　
日
１３

　
　（金）

　
※
期
限
後
も
受
給
要
件

　
が
確
認
で
き
る
場
合
は
、

　
受
け
付
け
ま
す
。

▽
提
出
先
　
市
役
所
社
会

　
福
祉
課
又
は
各
支
所
地

　
域
振
興
課

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
社
会
福
祉
課
障
害
福

　
祉
担
当

　
緯
６
７
２－

６
１
２
３

　
母
子
家
庭
等
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談（
予
約
制
）

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

▽
相
談
日
　
８
月
８
日
　（金）

▽
相
談
会
場
　
養
父
市
福

　
祉
事
務
所

▽
相
談
員
　
松
重
君
予
弁

　
護
士
（
兵
庫
県
母
子
専

　
門
相
談
員
）

▽
対
象
者
　
母
子
家
庭
の

　
母
、父
子
家
庭
の
父
、
寡

　
婦
及
び
こ
れ
ら
に
準
じ

　
る
人

▽
申
込
締
切
　
７
月
　
日
１８

　
　（金）

▽
申
込
先
　
市
役
所
社
会

　
福
祉
課
母
子
自
立
支
援
員

　
緯
６
７
２－

６
１
２
３

　
※
相
談
概
要
を
事
前
に
お
聞
き
し
ま
す
。

　「
ひ
き
こ
も
り
」
の
人
が

家
族
の
中
に
い
ま
せ
ん

か
？
接
し
方
や
な
ぜ
こ
う

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
な
ど

の
悩
み
を
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
ひ
き
こ
も
り
相
談
】

▽
初
回
相
談
　
原
則
毎
週

　
火
曜
日
の
午
前
中
（
予

　
約
制
）

　
※
そ
の
後
の
継
続
相
談

　
　
は
担
当
者
と
の
相
談

　
　
の
上
で
決
定

▽
相
談
担
当
　
県
立
精
神

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員

【
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
】

▽
開
催
日
　
毎
月
１
回
第

情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板
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暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

日時：６月２２日（日）８：３０～１２：００

場所：道の駅「但馬のまほろば」　☎６７６－５１２１

採れたて新鮮野菜、

味噌や佃煮・漬物

などが満載！！

一般道からも利用できます！

産 直 の 会

道の駅「但馬のまほろば」 「朝市」

のの
保保国国 ひひ

ろろ ばば

《特定健診の受診につい《特定健診の受診についてて》》

■問い合わせ　市役所市民課　☎６７２－６１２０

　５月３０日から市内で特定健診が始

まっています。

　受診時は、保険証と受診券が必要と

なりますので必ず持参してください。

　なお、受診券は加入している保険か

ら交付されます。国民健康保険と長寿

医療（後期高齢者医療）加入者の皆さん

には市から交付します。その他の保険

の皆さんは、それぞれ加入している医

療保険から交付されますので確認して

ください。 

ひ
き
こ
も
り
相
談
・
ひ
き

こ
も
り
家
族
教
室

障
害
者（
児
）福
祉
金

母
子
家
庭
等
特
別
相
談

第２４第２４回回①狂犬病予防注射は、お済ですか？
　まだの人は、最寄りの動物病院で、早めに予防注射を受けて

ください。

　生後９１日以上の犬には、登録と狂犬病予防注射を受けるこ

とが、法律で飼主の義務となっています。

　年に一度必ず狂犬病予防注射を受けましょう。

②散歩の時は…　
１．リードをつけて、

２．ビニール袋とトイレットペーパーを持参し、

３．犬がフンをしたら、直ちに拾って自宅に持ち帰りましょう。

※上記のことを守って、みんなが快適に暮らせる美しい地域

　づくりに努めましょう！

■問い合わせ　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１

犬の飼主の皆さん！
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４
木
曜
日
　
時
　
分
～

１３

３０

　（
全
５
回
シ
リ
ー
ズ
）

▽
開
催
場
所
　
県
立
精
神

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
　
対
人
関
係
の
悩

　
み
が
元
で
社
会
的
参
加

　
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

　
思
春
期
か
ら
　
歳
代
の

３０

　
当
事
者
を
も
つ
家
族

▽
内
容
　
講
義
と
グ
ル
ー

　
プ
で
の
話
し
合
い

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ

　
ン
タ
ー（
神
戸
市
）

　
緯
0
7
8
―
2
5
2
―
4
9
8
0

　
家
族
が
日
頃
か
ら
抱
え

て
い
る
悩
み
や
疑
問
に
答

え
、
う
つ
病
の
人
と
の
接

し
方
な
ど
を
知
る
た
め
の

教
室
で
す
。

▽
開
催
日
　
６
月
　

日
・

１４

　
７
月
　

日
・
８
月
９
日

１２

　（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

▽
開
催
場
所
　
県
立
精
神

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
精
神
科
医
師
に

　
よ
る
講
義
と
話
し
合
い
、

　
う
つ
病
家
族
と
の
交
流

▽
対
象
　
う
つ
病
に
よ
り

　
治
療
を
受
け
て
い
る
人

　
の
家
族

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ

　
ン
タ
ー（
神
戸
市
）

　
緯
0
7
8
―
2
5
2
―
4
9
8
0

　
家
庭
内
暴
力
に
悩
む
家

族
の
た
め
の
会
で
す
。
同

じ
悩
み
を
持
つ
家
族
同
士
、

集
ま
っ
て
話
し
合
い
ま
せ

ん
か
？

▽
開
催
日
　
毎
月
１
回
木

　
曜
日
の
　
時
　
分
～

１３

３０

※
日
程
等
詳
し
く
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
開
催
場
所
　
県
立
精
神

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ

　
ン
タ
ー（
神
戸
市
）

　
緯
0
7
8
―
2
5
2
―
4
9
8
0

※累計は平成２０年の合計子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上

交通事故の状況（４月中）朝来警察署
物
損
事
故

傷者（人）死者（人）人
身
事
故

区

分

合

計

そ
の
他

高
齢
者

子
ど
も

合

計

そ
の
他

高
齢
者

子
ど
も

９４
（５１５）

１８
（８２）

１５
（６８）

３
（１１）
０

（３）
０
（１）

０
（０）

０
（１）

０
（０）

１６
（６３）

市内
（累計）

犯罪発生状況（４月末累計）朝来警察署

その他侵入盗街頭犯罪

手

口

万

引

き

暴

行

傷

害

詐

欺

出

店

あ

ら

し

事
務
所
あ
ら
し

金

庫

破

り

忍

び

込

み

空
き
巣
ね
ら
い

自

転

車

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自

動

車

盗

器

物

損

壊

部

品

盗

自
動
販
売
機
あ
ら
し

車

上

ね

ら

い

ひ

っ

た

く

り

強
制
わ
い
せ
つ

路

上

強

盗

１１１１６００１０１４６０１１１１１８０００件数

家
庭
内
暴
力
家
族
の
会

火災・救急の状況（４月中）朝来市消防本部
累

計

救　急累

計

火　災区

分
合

計

そ

の

他

急

病

一
般
負
傷

交
通
事
故

合

計

そ

の

他

車

両

林

野

建

物

４２６９９８６２１８１１５２１００１件数

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

面積（㎡）件数種　　別

１１１，９２４８０農地法３条（耕作目的の農地の権利移動）

７，９５２１０農地法４条（権利移動を伴わない転用）

３８，４７５４７農地法５条（権利移動を伴う転用）

１５８，３５１１３７合　　計

■問い合わせ　農業委員会事務局

　　　　　　　　　（市役所農業振興課）

　　　　　　　☎６７２－２７７４

農地の権利移動（農地法３条）の許
可、農地の転用（農地法４条・５条）
申請の受理・進達等

農地部会の
活動内容

農業相談会の開催、農地パトロー
ルの実施等

農政部会の
活動内容

う
つ
病
家
族
教
室

◎平成１９年度農業相談会の開催状況
　毎月第4木曜日に開催。平成１９年度は１３件

の相談があり、農業委員が対応しました。

◎農地パトロール
　平成１９年度は４回実施。転用許可農地の進

捗状況調査や市内の遊休農地の発生状況調査を

行いました。

　その他、市広報を活用した農業委員会の活動

状況、農政の動きなどの情報発信、認定農業者

等これからの農業の担い手の皆さんとの意見交

換会など実施しました。

　今後とも農業委員会の活動にご協力いただき

ますようお願いいたします。

農業委員会からのお知らせ
平成１９年度農業委員会の活動状況

　農業委員会では、農地部会と農政部会の２つ

の部会を置いて活動しています。

◎平成１９年度農地の移動及び転用状況

■問い合わせ　市役所健康課　☎６７２－５２６９

　環境に配慮した「循環型社会」の実

現のためには、一人ひとりが今のラ

イフスタイルを見つめ直し、身近に

できることから取り組んでいくこと

が大切です。

●アイドリング・ストップ等のエコ

　ドライブを実践しましょう

●買い物には“マイバッグ”を持参し

　ましょう

●容器包装のリサイクルに積極的に

　協力しましょう

●これから夏に向けて、冷房は２８℃

　を目安にしましょう

市役所生活環境課

６月は「環境月間」
６月５日は「環境の日」です

◆◆献血にご協力を◆◆

場 所日 時

山東老人福祉センター１０時～１１時／１２時３０分～１５時６月１７日（火）

朝来老人福祉保健センター１０時～１１時／１２時３０分～１５時６月２３日（月）

※４００ｍｌ献血へのご協力をお願いします。

●地方版で身近なニュースもお伝えしています。

●毎週金曜日発行

●購読料：毎月６００円（税込）

　購読の申込みは、農業委員会

　事務局まで

農政の動きを知り経営に役立てる

「全国農業新聞」



　
市
は
次
の
都
市
計
画

（
案
）を
縦
覧
し
ま
す
。
な

お
、
縦
覧
期
間
中
は
市
民

民
及
び
利
害
関
係
の
あ
る

人
は
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　

▽
縦
覧
内
容
　
朝
来
市
公

　
共
下
水
道（
変
更
）

▽
期
間
　
６
月
６
日
　
～
（金）

　
６
月
　
日
　

１９

（木）

▽
場
所
　
市
役
所
都
市
開

　
発
課

▽
提
出
期
限
　
６
月
　
日
１９

　
ま
で
に
市
長
宛
（
都
市

　
開
発
課
で
受
付
。
郵
送

　
可
。
た
だ
し
　
日
ま
で

１９

　
に
必
着
の
こ
と
）に
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
都
市
開
発
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
７

　
和
田
山
交
通
安
全
協

会
・
生
野
朝
来
地
区
交
通

安
全
協
会
は
優
良
運
転
者

な
ど
の
表
彰
を
行
っ
て
い

ま
す
。
表
彰
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

表
彰
の
基
準
を
満
た
す
と

思
わ
れ
る
人
は
、
ぜ
ひ
申

請
し
ま
し
ょ
う
。

▽
申
請
期
限
　
６
月
　
日
３０

　
　（月）

※
表
彰
基
準
な
ど
、
詳
し

　
く
は
各
交
通
安
全
協
会

　
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
和
田
山
交
通
安
全
協
会

　
緯
６
７
２－

３
４
０
０

　
生
野
朝
来
地
区
交
通
安
全
協
会

　
緯
６
７
９－
３
８
９
８

　
県
は
、
次
の
と
お
り
狩

猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

▽
受
験（
申
請
）費
用
　
５

　
千
３
百
円
（
県
証
紙
貼
付
）

▽
免
許
の
種
類

　
第
一
種
銃
猟
（
装
薬
銃
、

　
空
気
銃
）／
第
二
種
銃

　
猟
（
空
気
銃
）／
網
猟
／

　
わ
な
猟

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
和

　
田
山
農
林
振
興
事
務
所

　
森
林
業
課

　
緯
６
７
２－

６
８
８
２

【
初
心
者
講
習
会
】

※
要
申
込
・
有
料

▽
開
催
月
　
６
月
、
８
月

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

ホ
ー
ル
・
美
術
館
等
の
他
催
し

あさご芸術の森美術館

あさごの作家展
■期日　６月２２日（日）まで　　　　　■場所　１Ｆアトリエ室

■内容　白瀧幾之助、和田三造、淀井敏夫、日下寛治、澤田元美、椿野

　浩二、藤本イサムなど朝来市出身の作家を紹介します。

■入館料　大人５００円／大学・高校生３００円／小・中　学生２００円

■問い合わせ　あさご芸術の森美術館　☎６７０－４１１１ 
　休館＝水曜日及び祝日の翌日（水曜日が祝日の場合はその翌日）

ヒメハナ公園展示会
向向山山恭恭子子のの楽楽ししいい粘粘土土のの世世界界
ここれれ・・ななにに展展「「オオンンリリーーワワンンワワーールルドド」」
期　間　６月８日（日）まで
出展者　向山恭子氏（福知山市）
内　容　毎月ウツギの館で行ってい
　　　　る粘土教室の先生と受講生
　　　　の作品展。

但但馬馬のの巨巨木木ととササククララ
期　間　６月１１日（水）～２９日（日）
出展者　但馬巨木保存会
内　容　但馬巨木保存会による第４
　　　　回写真展。巨木、サクラなど
　　　　５０点を展示します。

■問い合わせ　ヒメハナ公園事務所
　　　　　　　☎６７６－４５８７
休館＝月曜日（月曜日が祝日の場合開館）

暮らしのお知らせ

ゴルフ場利用税は県や市町の
貴重な財源です!

豊岡県税事務所
☎０７９６－２６‐３６３１

試験の日程と場所

②技能試験（①の合格者のみ）①知識・適性試験申込
期間 場所試験日場所試験日

姫路７月１６日(水)神戸、姫
路、養父

７月２
日(水)

～６月
１７日

第
１
回 神戸７月２３日(水)

神戸
９月２１日
(日)

神戸
９月７
日(日)

８月４日
～１９日

第
２
回

狩
猟
免
許
試
験

優
良
運
転
者
表
彰

都
市
計
画（
案
）の
縦
覧

毎年6月は「食育月間」
毎月１９日は「食育の日」

・食事等の場における食を通じたコミュニケ

　ーションを促進しましょう　

・食事バランスガイドを活用して、バランス

　の取れた食事をとりましょう

・早寝早起き朝ごはんで、子供の生活リズム

　を向上させましょう

・食に関する体験活動などを通して、食を大

　切にする気持ちを育てましょう

・食に関する適切な知識と選択力を身につけましょう

市役所健康課

募集 みんなピカソ展
■募集期間　６月２０日（金）まで　■展示期間　６月２８日（土）～７月１３日（日）

■応募資格　国内在住の人　■出展料　無料　■出展数　一人１点

■展示場所　１Ｆアトリエ室

■内容　 自分の手作りの作品を美術館で展示してみませんか？来館

　　　　 者に１票ずつ投票してもらい「わたしのお気に入り賞」を発表

　　　　 受賞した人には買取賞２万円その作品に投票した人の中から

　　　　 １人に受賞作品をプレゼントします。

週１日は家族そろって楽しく食卓を囲みましょう

「うれしいな 笑顔満点 食満点」

「食文化 次は あなたが守る番」

「選ぶこと 君の健康 守ること」

（平成２０年度食育標語より）

広報 朝朝来来 １８



▽
対
象
者
　
狩
猟
免
許
試

　
験
受
験
者
 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
社
団

　
法
人
兵
庫
県
猟
友
会

　
緯
０
７
８
―
３
６
１
―
８
１
２
７

　
市
教
育
委
員
会
は
、
地

域
密
着
型
の
郷
育
・
共

育
・
教
育
事
業
の
実
現
と
、

多
様
な
タ
イ
プ
の
子
ど
も

た
ち
に
対
応
で
き
る
学
校

園
教
育
体
制
の
確
立
を
目

的
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者
　

・
守
秘
義
務
が
厳
守
で
き

　
る
人

・
無
償
で
勤
務
で
き
る
人

・
学
校
教
育
へ
の
理
解
が

　
あ
る
人

・
年
齢
　
歳
以
上
の
人

１８

▽
任
期
　
１
年
 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
教

　
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
緯
6
7
7－

２
１
１
５

■公演日　６月１１日（水）
■開演　１８：３０　《全席指定》
■料金　大人 ２，５００円
　　　　高校生以下 １，０００円
　　　　（当日は各２００円増）

■問い合わせ　生野マインホール
　☎６７９－４５００　休館＝月曜日

生野マインホール

税
６月の税
国民健康保険税　２期
個人市民（県民）税　１期

納期　６月３０日（月）まで

６月の税失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

　
平
成
　
年
度
朝
来
市
連
合
区

２０

長
会
総
会
が
４
月
　
日
に
開
催

２３

さ
れ
、
新
年
度
の
役
員
や
事
業

計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、

①
「
自
考
・
自
行
、
共
助
・
共

　
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念

　
の
も
と
、
地
域
自
治
協
議
会

　
の
設
立
及
び
活
動
を
推
進
す

　
る

②
市
民
の
一
体
感
及
び
区
長
相

　
互
の
連
帯
感
の
醸
成
の
た
め

　
研
修
の
実
施
な
ど
、
よ
り
地

　
域
社
会
発
展
に
寄
与
す
る

な
ど
を
重
点
事
項
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

平成２０年度市連合区長会役員の皆さん

備　考氏名（敬称略）役職

和田山町区長会藤 井 義 正会長

山東町区長会福 島 賢 次副会長

朝来区長会丸 尾 良 昭副会長

生野町区長会小 路 陽 司副会長

生野町区長会白 瀧 英 雄会計監事

朝来区長会安 積　 茂会計監事

生野町区長会日 下 義 忠理事

生野町区長会柴 田 一 明理事

生野町区長会白 瀧 英 雄理事

和田山町区長会天 野　 智理事

和田山町区長会戸 田 幸 男理事

和田山町区長会藤 原 捷 好理事

和田山町区長会安 福　 進理事

山東町区長会的 場 文 夫理事

山東町区長会上 村 高 清理事

山東町区長会岡 林 史 郎理事

朝来区長会松本 幹一郎理事

朝来区長会佐 藤 晴 英理事

朝来区長会安 積　 茂理事

　区長会活動報告　
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　障害者の日常生活に関す

る相談や、必要な指導・助

言を行う相談員として、次

の皆さんが、県知事から委

嘱されました。お気軽にご

相談ください。

精神障害者相談員

（任期　平成２２年３月３１日まで）

電話番号住　所氏　名

６７４－２９１７和田山町筒江２９３－１藤 本 松 野

６７４－２９１７和田山町筒江２９３－１藤 本 秀 夫

６７４－２０５５和田山町竹田１６６－１藤 本 光 博

６７６－２１７０山東町末歳８０２小田垣 嘉隆

６７６－２１７０山東町末歳８０２小田垣 章

知的障害者相談員

（任期　平成２２年３月３１日まで）

電話番号住　所氏　名

６７９－３７５３生野町口銀谷２１７９阿野 千賀子

６７２－４３３９和田山町岡田５７大 本 早 苗

６７６－４１９２山東町喜多垣３０９井藤 桂太郎

６７７－０５１８佐囊１６７０山内 久美子

障害者の日常生活に関するご相談はお近くの相談員に

神尾真由子 ヴァイオリン・リサイタル

■公演日　７月１３日（日）　■開演　１３：３０　　　　□前売券好評発売中　《全席自由》

■料金　５００円（当日割増なし） ※友の会会員は１００円ＯＦＦ（２枚まで）　

第８回和田山ジュピターホールアマチュアミュージックフェスティバル

■問い合わせ　和田山ジュピターホール　☎６７２－１０００　休館＝月曜日（月曜日が祝日の場合その翌日）

■公演日　６月１４日（土）　■開演　朝の部 １０：３０／昼の部 １４：００　《全席指定》
■料金　大人：１，５００円／中学生以下：１，０００円（当日は各３００円増）
 ※友の会会員は各１００円ＯＦＦ（２枚まで） 　□前売券好評発売中

劇団銀河鉄道のぬいぐるみミュージカル　 『ピノキオ』 ２回公演

和田山ジュピターホール

■公演日　９月３日（水）　■開演　１８：３０
■料金大人：S席３，０００円／Ａ席２，０００円
　　　高校生以下：S席１，５００円／Ａ席１，０００円
（当日は各３００円増）
※友の会会員は各３００円ＯＦＦ（２枚まで）

□前売券好評発売中　《全席指定》黒沼ユリ子さん

森はな生誕１００周年記念　黒沼ユリ子の『夕鶴』コンサート

平成２０年６月平成２０年６月号号１９

■公演日　７月２７日（日）
■開演　１４：００（１３：３０開場）
■料金　大人１，０００円  《全席自由》
　　　　高校生以下５００円
　　　　（当日は各２００円増）

ASAGOクラッシックパーク

辻本憲一 トランペット ＆永井由比 フルート 
ジョイントコンサート



広報 朝朝来来 ２０

暮らしのお知らせ

■問い合わせ　市役所市民課　☎６７２－６１２０

　現在、児童手当を受給中の皆さんへ「児童手当現況届」を６月上旬に送付します。６月末までに必

要事項を記入の上、市役所市民課又は各支所地域振興課に提出してください。

　この現況届は、児童手当法上、児童手当を受けている人全員に提出が義務付けられており、受給者

の前年の所得状況や６月１日現在での養育状況などを確認するためのものです。

　詳しくは、市役所市民課、各支所地域振興課（公務員の人は勤務先）へお問い合わせください。

　　６月は「児童手当の現況届」児童手当を受給している皆さんへ

救急医療シンポジウム　「地域における救急医療を守るために」

日　時　６月１４日（土）１３時～１６６月１４日（土）１３時～１６時時　参加料　無料無料

場　所　じばさんＴじばさんＴＡＡＪＩＭＡ（豊岡市）２階多目的ホーＪＩＭＡ（豊岡市）２階多目的ホールル

■問い合わせ　市役所健康課　☎６７２－５２６９

第９０回全国高校野球選手権記念大会

特別展　夏・甲子園
日日　時時　７月２７日（日）ま７月２７日（日）までで

場場　所所　県立歴史博物館（姫路市県立歴史博物館（姫路市））

観覧観覧料料　大人８００円／高・大学生６０大人８００円／高・大学生６０００

円／県内小中学生無　　　　円／県内小中学生無料料※コ※コ

コロンカード定　　　　コロンカード定時時

■問い合わせ　県立歴史博物館　☎０７９－２８８－９０１１

１．児童手当制度の目的　児童を養育している人に

　手当を支給することにより生活を安定させると

　ともに、次代の社会をになう児童の健全な育成

　を目的にしています。

２．支給対象　１２歳到達後の最初の３月３１日までの

　間にある児童（小学校修了前の児童）を養育して

　いる人に支給されます。ただし、前年 （１月から

　５月までの月分の手当については前々年)の所

　得が一定額以上の場合には、児童手当は支給さ

　れません。

３．支給手続き　児童を養育する家計の主たる生計

　維持者が申請し、住所地の市区町村長（公務員は

　勤務先）の認定を受けることにより、申請した翌

　月分から支給されることになります。

４．支給月額・３歳未満の乳幼児一律１０，０００円

　　　　　 ・３歳以上の第１子、第２子５，０００円

　　　　　　 第３子以降１０，０００円

５．支給時期　原則として、毎年２月、６月、１０月に、

　それぞれの前月分までを一括して支給されます。

６．所得制限限度額　所得制限限度額は、前年（１月

　から５月までの月分については前々年）の所得

　額で判定します。また、所得には一定の控除があ

　ります。なお、所得制限限度額は年によって変更

　されることがあります。

平成２０年度　所得制限限度額表
サラリーマン（厚生年金等加入者）自営業者（国民年金加入者）扶養親族等の数

５３２万円４６０万円０人
５７０万円４９８万円１人
６０８万円５３６万円２人
６４６万円５７４万円３人
６８４万円６１２万円４人
７２２万円６５０万円５人

注１：所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養　

　　　親族がある人の限度額（所得額ベース）は上記の額に当該

　　　老人控除対象配偶者又は老人扶養親族1人につき6万円

　　　を加算した額。

注２：扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベー

　　　ス）は、1人につき３８万円（扶養親族等が老人控除対象

　　　配偶者又は老人扶養親族であるときは４４万円）を加算し

　　　た額。

児童手当制度のご案内

コンビニ医療等の原因による現場医師の過酷な勤務実態をご理　コンビニ医療等の原因による現場医師の過酷な勤務実態をご理解解

いただき、安易な救急医療をいかにしてなくすのか、地域でどのよいただき、安易な救急医療をいかにしてなくすのか、地域でどのようう

にして救急医療を守っていくのかを提言いただき、救急医療の崩にして救急医療を守っていくのかを提言いただき、救急医療の崩壊壊

を未然に防ぐための「救急医療シンポジウム」を開催しますを未然に防ぐための「救急医療シンポジウム」を開催します。。



平成２０年６月平成２０年６月号号２１

社会保険事務所の電話番号が変更になりました
　県内の社会保険事務所は、電話番号をこれまでの代表番号から事務所担当課ごとのダイヤルイン

へ変更しました。（平成２０年６月３０日までは、現在の代表番号も利用できます。）

○年金の請求など年金給付に関する照会（現在、年金受給者の人もこちらへ）

０５７０－０５－１１６５ねんきんダイヤル

（受付時間）　月～金曜日８時３０分～１７時１５分（月曜日（休日の場合は火曜日）

　は１９時まで受付）／第２土曜日９時３０分～１６時（１１月の第２・第４の土曜日、

　日曜日は９時３０分～１６時。祝日、１２月２９日～１月３日は利用できません。）

○ねんきん特別便に関する照会

ねんきん特別便専用ダイヤル

０５７０－０５８－５５５

（受付時間）月～金曜日９時～２０

　時／第２土曜日：９時～１７時

○健康保険の給付に関する照会

兵庫社会保険事務局健保審査係

０７８－２７１－４９００

（受付時間）月～金曜日９時～２０

　時／第２土曜日：９時～１７時

電話番号一覧

電話番号業 務 内 容課 名

０７９６－２２－０９４５国民年金の資格、保険料に関する照会国民年金課豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

０７９６－２２－０９４６健康保険・厚生年金保険の適用に関する照会適用課・調査課

０７９６－２２－０９４７健康保険・厚生年金保険料に関する照会徴収課

０７９６－２２－０９４８その他の照会庶務課

　従来、朝来市山東町にある「よふど温泉」は「よふど温泉　極楽湯」と呼んでいまし

たが、商標権の関係から「よふど温泉」に名称を変更しました。

　今後とも「よふど温泉」をよろしくお願いします。

平成２１年度公立豊岡病院組合職員採用試験
試験日受付期間受験資格採用試験募集人員試験職種

７月２０日（日）
【二次試験】９月中
旬～１０月上旬

６月９日
（月）
～２７日
（金）

昭和５６年４月２日以降に生まれた人
で、来春に学校教育法による4年制大
学を卒業見込みの人又は卒業者

【一次試験】　教養試験／論
文試験／適性試験
【二次試験】　面接試験

若干人事務職員
事
務
職

７月２３日（水）
昭和４９年４月２日以降に生まれた人
で、来春に当該資格免許を取得見込み
の人又は当該資格免許取得者

教養試験／作文試験／適性
試験／面接試験

７０人程度
助産師
看護師

看
護
職

9月17日（水）

８月１１日
（月）
～２９日
（金）

昭和５３年４月２日以降に生まれた者
で、来春に当該資格免許を取得見込み
の者、又は当該資格免許取得者

教養試験／作文試験／面接
試験

１人
理学療法
士医

療
技
術
職

昭和４９年４月２日以降に生まれた者
で、来春に当該資格免許を取得見込み
の者、又は当該資格免許取得者

１人
診療放射
線技師

１人
臨床工学
技士

名称変更のお知らせ

■問い合わせ　市役所商工観光課　☎６７２－４００３

　　　　　 よふど温泉　☎６７０－７０７０

■問い合わせ　公立豊岡病院組合統轄管理事務所総務部人事課　☎０７９６－２２－６１１１　内線２１０２、２１０３
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■問い合わせ先　朝来市地域包括支援センター

　　　　　　　　☎６７２－４００４

地域包括支援センターの

～快適と安心のために環境を整えましょう～

窓

健康コーナー
「脳の元気度チェック」をしてみませんか？

　“いつまでも健康でいきいきと暮らしたい”というのは、誰もの願いです。でも、年をとるにつれて
「物の名前がでてこない」「置き忘れやしまい忘れがある」など不安になることはありませんか。

　普段から自分の脳の元気度を知り、生活を振り返ることは元気で長生きをする秘けつです。

　市健康課では皆さんの健康を支援するため、「脳の元気度チェック」を下記のとおり実施します。

　お気軽にご相談ください。

日程・会場

実施場所実施場所日　程

１３時３０分

～１５時３０分

（予約制）

和田山保健センター６月２４日（火）

朝来公民館７月２９日（火）

和田山保健センター８月２６日（火）

生野保健センター９月３０日（火）

山東老人福祉センター１０月２１日（火）

和田山保健センター１１月１８日（火）

朝来公民館１２月１６日（火）

和田山保健センター平成２１年１月２０日（火）

朝来公民館２月１７日（火）

和田山保健センター３月１７日（火）

■問い合わせ

　市役所健康課（和田山保健センター）

　☎６７２－５２６９

内 容　・脳の元気度チェック
　　　　・健康相談（血圧測定など）

　　　　・今後のアドバ

　　　　　イス

相談者　臨床心理士、保
　　　　健師

費 用　無料
持ち物　健康手帳

電話、訪問などさまざまな方

法で相談に応じます。

つまずき、転倒防止のために

浴室では
手すり、シャワーいす、

バスボード、すべり止め

マットなどを用いると負

担軽減が図れます。

トイレでは

手すりをつけると立ち上

がりが楽になります。

　毎日の生活や自宅でのお世話はちょっとした

工夫でずいぶん楽になったり、気持ち良くでき

たりするようになります。本人も介護する人も

元気で過ごすための工夫のあれこれをまとめて

みましたので参考にしてください。

　本人、介護者の負担軽減のために住宅改修制

度を有効に活用されてはいかがでしょうか。

健康情報テレホンサービス（６月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう     よう  こ  い

兵庫県保険医協会
URL　http://www.hhk.jp

ウィルスやアレルギーによる結膜炎月曜日

お口のケア－おいしく食べるために－火曜日

足の変形－外反母し－水曜日

メニエール病についてご存じですか？木曜日

後期高齢者医療制度とは金・土・日

清涼飲料水の異物混入事例について

広報 朝朝来来 ２２

　今年３月以降、清涼飲料水を飲んだ消費者

が体調不良を訴え、飲んだ清涼飲料水から除

草剤成分が検出される事件が、東京都と兵庫

県で発生しました。飲料を飲むときには、開

封の有無などを確認し、包装状態に異常が認

められた場合や異味や異臭を感じた場合は、

飲まずに健康福祉事務所（保健所）に連絡して

ください。

■問い合わせ　県和田山健康福祉事務所薬務生活衛生課

　　　　　　　☎６７２－６８７２



 第１回  東河地区協議会
自分たちの

は
自
分
た
ち
で
　!!

まち
～自考・自行、共助・共創のまちづくり～

　
東
河
地
域
は
旧
和
田
山
町

の
北
東
部
に
位
置
し
、
地
区

内
に
は
夜
久
野
高
原
を
起
点

と
す
る
東
河
川
が
流
れ
、
そ

の
川
沿
い
に
は
耕
地
が
広

が
っ
て
お
り
、
農
業
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
形

的
に
は
、
大
半
は
周
囲
を
山

で
囲
ま
れ
て
い
る
緑
豊
か
な

盆
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
地
域
は
９
集
落
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
数
約
５
百
世
帯
、

人
口
約
１
千
６
百
人
の
小
さ

な
地
域
で
す
が
、
弥
生
が
丘

を
は
じ
め
と
す
る
住
宅
団
地

も
多
く
、
地
区
外
か
ら
の
転

入
者
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
区

内
に
あ
る
東
河
小
学
校
は
但

馬
地
方
で
も
珍
し
く
生
徒
数

が
減
少
し
て
い
な
い
学
校
だ

そ
う
で
す
。

　
さ
て
、
当
地
域
の
地
域
自

治
協
議
会
で
あ
る
東
河
地
区

協
議
会
の
活
動
の
歴
史
は
　４０

年
以
上
続
い
て
お
り
、
文

化
・
体
育
活
動
、
保
健
衛
生

活
動
な
ど
を
長
年
に
わ
た
り

地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
交
流
を
目
的
に
毎
年
開
催

し
て
い
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
と
地
区
運
動
会
は
、
今
年

で
　
回
目
を
迎
え
ま
す
。
近

３５
年
で
は
ホ
ッ
ホ
ク
ラ
ブ
（
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
）
を
中
心

２１

と
し
た
活
動
も
盛
ん
で
、
ど

ろ
ん
こ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
ふ

れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

を
実
施
。
地
区
内
の
お
年
寄

り
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
協
議
会
活
動

の
一
環
と
し
て
広
報
誌
「
か

わ
ら
ば
ん
」
を
毎
月
発
行
し
、

地
区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

等
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
初
め
て
の
取
組

と
し
て
、
地
区
民
限
定
の
１

泊
２
日
の
親
睦
旅
行
を
計
画

し
て
お
り
、
７
月
に
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
東
河
地
区
で
は

「
よ
り
一
層
住
み
よ
い
東
河

地
域
」
を
目
指
し
て
地
域
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
区
民

の
代
表
　
人
で
検
討
委
員
会

２８

を
組
織
し
、
今
年
度
中
の
計

画
策
定
を
目
標
と
し
て
、
昨

年
　
月
か
ら
月
１
回
ペ
ー
ス

１１
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
委

員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
話

し
合
い
の
中
で
東
河
地
区
の

良
い
と
こ
ろ
ば
か
り
で
な
く
、

課
題
等
も
整
理
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
協
議
会
は
交
流
事

業
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

安
心
安
全
と
活
性
化
、
そ
し

て
地
区
民
の
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
た
活
動
を
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
会
長
 藤
原
捷
好
さ
ん
）

東河地区まちづくり委員会

東河地区ミニクリーン作戦

衛
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益
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「わかちあう　仕事も家庭も喜びも」（平成２０年度全国標語）

　人権推進共同参画課だより（３６）　　６月２３日～６月２９日は男女共同参画週間です

　男女共同参画社会とは、男性も女性もすべての個人が互いにその人権を尊重し、性別や世代にとらわれ

ず、その個性と能力を認め合い、それらを十分に発揮できる社会です。

　国は、すべての人が自分らしくいきいきと生きていくことのできる男女共同参画社会の実現は、21世紀

の社会を決定する最重要課題と位置づけ、あらゆる分野において、施策の推進を図っていくことが重要で

あるとしています。

　市でも、この３月に朝来市男女共同参画プラン「ウィズプラン」を策定し、５年間を計画期間として男女共

同参画のまちづくりのためにさまざまな施策を推進していきます。

　今後この計画が総合的に推進されるよう、市民の皆さんと協働しながら取り組みますので、ご協力をお

願いします。

朝来市男女共同参画プラン「ウィズプラン」

基 本 目 標基 本 理 念

人権を尊重した男女共同参画社会への意識づくり１．みんなの人権を尊重しよう１．
共に働きやすい環境づくり２．

男女が共にあらゆる分野へ参加・参画しよう２． 共に支えあう家庭・地域づくり３．

共に安心して暮らせるまちづくり４．
男女が平等で安心して暮らせるまちをめざそう３． 計画の総合的な推進５．

■問い合わせ　市役所人権推進共同参画課　☎６７２－６１２２

今
月
号
か
ら
、
各
地
域
自
治

協
議
会
等
の
取
組
や
状
況
等

を
紹
介
す
る
「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
　
」を
連

!!

載
し
ま
す
。

平成２０年６月平成２０年６月号号２３



各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山・山東地区が合

同で、生野・朝来地区が合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

朝広　２０．６．１３,５００ 広報 朝来朝来 ２４

６/16～６/16～７７/15/15各 種 相 談 の ご 案 内 くらしのカレくらしのカレンンダーダー

編

集

後

編

集

後

記記

場　　所内　　容月　日

旧朝来町内あさごオープンガーデン（～22日）６/１６（月）

山東老人福祉センター　
生野保健センター
和田山保健センター

献血
こころのケア相談（予約制）
１歳６か月児健診

６/１７（火）

山東老人福祉センター
和田山保健センター

離乳食教室
３歳児健診

６/１８（水）

６/１９（木）

和田山保健センター２歳児歯科健診６/２０（金）

６/２１（土）

和田山農業者トレーニングセンター他
秋葉台テニス場
筒江農村広場

第４回朝来市長杯バレーボール大会
和田山オープンソフトテニス大会
第３９回和田山軟式野球春季大会

６/２２（日）

朝来老人福祉保健センター献血６/２３（月）

和田山保健センター脳元気度チェック（予約制）６/２４（火）

和田山保健センター
あさご・ささゆりホール

総合健診
第２次分権型社会システム検討懇話会

６/２５（水）

山東老人福祉センター総合健診６/２６（木）

朝来体育館総合健診６/２７（金）

６/２８（土）

国道３１２号チェーン脱着場
（羽渕）
生野体育館

朝来市消防団ポンプ操法大
会（小型ポンプ操法の部）
生野家庭婦人バレーボール大会

６/２９（日）

大蔵地区市民会館総合健診６/３０（月）

東河地区市民会館総合健診７/１（火）

生野保健センター総合健診７/２（水）

和田山保健センター３か月児健診７/３（木）

大蔵地区市民会館子宮がん・骨粗しょう症検診７/４（金）

７/５（土）

７/６（日）

山東老人福祉センター子宮がん・骨粗しょう症検診７/７（月）

糸井地区市民会館
生野保健センター

子宮がん・骨粗しょう症検診
１歳６か月児・３歳児健診

７/８（火）

山東老人福祉センター子宮がん・骨粗しょう症検診７/９（水）

和田山保健センター８か月児健診７/１０（木）

朝来福祉多目的ホール
朝来福祉多目的ホール

親子すこやか教室
２歳児歯科健診　　

７/１１（金）

７/１２（土）

７/１３（日）

竹田地区市民会館子宮がん・骨粗しょう症検診７/１４（月）

東河地区市民会館
生野保健センター

子宮がん・骨粗しょう症検診
３か月児・８か月児健診

７/１５（火）

人権相談
　人権問題でお悩みの人、お気軽にご相談

ください。

行政相談
　官公庁の仕事についての苦情や意見・要

望などをお聞きします。

■とき　６月１６日（月）　１３：３０～１５：００

■ところ　生野保健センター

　　　　　和田山老人福祉センター

　　　　　山東老人福祉センター

　　　　　朝来老人福祉保健センター

司法書士による登記・相続・多重債務・消
費者問題・成年後見等の無料法律相談会

　相談は無料。電話での予約制です。

■とき・ところ　１３：００～１６：００

　浜坂多目的集会施設　　   ６月１４日（土）

　豊岡市民会館４階中会議　６月２１日（土）

　和田山ジュピターホール１階会議室　７月５日（土）

■問い合わせ　兵庫県司法書士会但馬支部

　司法書士法律相談委員会

　☎０７９－６７６－３３６８

（予約受付時間：平日９：００～１７：００）

総合法律センター南たじま相談所

　兵庫県弁護士会の弁護士が法律相談（有

料。１回３０分、予約制）をお受けします。

■とき　６月２６日（木）１３：００～１６：００

■ところ　和田山老人福祉センター

■相談料　５，２５０円

■予約　☎０７８－３５１－１２３３

心配ごと相談

　経験豊富な相談員が、あらゆる生活上の

相談に応じます。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：００～１６：００

７月２日（水）生野保健センター

６月１１日（水）市役所南庁舎

６月１８日（水）山東老人福祉センター

６月２５日（水）朝来老人福祉保健センター

▼
い
つ
も
は
皆
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
側
に
い

る
の
で
す
が
、
先
日
逆
に

さ
れ
る
側
で
話
を
し
ま
し

た
。
▼
修
学
旅
行
で
朝
来

市
を
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ
の

中
学
生
が
、「
学
校
の
給

食
」
や
「
日
本
の
家
の
建

築
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が

研
究
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
町
の

人
に
話
を
聞
い
て
い
る
中

で
、
市
役
所
に
訪
れ
た
グ

ル
ー
プ
に
質
問
さ
れ
た
の

で
す
。
▼
あ
る
程
度
日
本

語
が
話
せ
る
生
徒
た
ち
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
分
か

り
や
す
い
よ
う
に
と
、
で

き
る
だ
け
簡
単
な
言
葉
を

選
ん
で
丁
寧
に
話
し
た
…

つ
も
り
で
す
が
、
果
た
し

て
ど
れ
だ
け
う
ま
く
伝

わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
▼
相
手
が
誰
で
あ
れ
、

普
段
か
ら
人
に
物
を
尋
ね

る
と
き
、
物
事
を
説
明
す

る
と
き
、
相
手
に
分
か
り

や
す
く
話
が
で
き
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
限
り
で
す
。
▼
物

を
書
く
場
合
も
一
緒
で
、

「
読
む
人
に
分
か
り
や
す

く
書
け
て
い
る
だ
ろ
う

か
」「
難
し
い
語
句
を
使
っ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
」
な

ど
と
気
を
つ
け
な
が
ら
原

稿
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
後
で
見
返
す
と

「
分
か
り
に
く
い
な
ぁ
」
と

思
う
こ
と
し
ば
し
ば
。
そ

ん
な
反
省
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
広
報
紙
を
作
っ
て

い
ま
す
。

K

※毎月第３月曜日に変更になりました。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：３０～１５：００

７月９日（水）生野保健センター

７月１０日（木）和田山農業研修センター

〃山東老人福祉センター

〃朝来老人福祉保健センター

この広報紙は、自然環境を考えて
ソイ（大豆油）インキを使用しています。
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